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Abstract:

Thispaperdealswith31StageVerticalspecializationshare(VS)originallyin-

troducedbyHummelsaetal.(2001)andextendedbyFujita(2006a)･Icalculate

segmentalizedelementsoftheenhancedVSmodelmatrixusingIDE-JETROAsia

lnternationallnput-OutputTablesin1990,1995and2000mowavailable.Eachof

theseelementslュastheinformationaboutexportsector,exportdestination(coun-

tryqndsector)andinductedimportorigin(countryandsector)･Especially,the
growthofElectronicsandElectronicProductssector'SVSsareremarkableandl

breakdownthemintothefactors,asexport/grossoutputratioandimportdepend-

encyofintermediategoodsbyindustrialsectorandimportinductionratiocaused

bythecharacteroftotalindustrialstructure.Asaresult,someaspectsoftheinter一

mediategoodstradestructureofAsiainthesectorareobtained.
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1 はじめに

近年の貿易額の対GDP比率の伸張,特に中間財貿易の増大に関して,Jonesand

Kierzkowski(1990)はfragmentation概念を提起した｡(注1)

頬似の概念およびfragmentationに関する理論はBalassa(1967)以来,Dixitand

Grossman(1981,1982),Krugman(1995,1996),Feenstra一andHansom(1995,1997,1999,

2001),Feenstra(1998),Deardorff(1998,2001),Arndt(1997),ChengandKierzkowski

(2001),AntweilerandTrefler(2002),GrossmanandHelpman(2005)らによって展開され

てきた｡(注2)

2国間 ･多国間の貿易モデル,また企業組織のモデルの対象でもあるが,これを中間財輸

(注1)または,JonesandKierzkowski(2001b)｡これまでの成果は,JonesandKierzkowski(2001a)にまと

められている｡理論的な部分はJonesandKierzkowski(2005)に詳しい｡

(注2)これらの経緯や概念の分類に関しては藤田(2006a)に整理されている｡
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出と誘発される中間財輸入 ととらえ直したときには,産業連関分析の対象でもある｡

Hummelsaetal.(1999,2001)は,OECD主要国の非競争塑産業連関表を用い,vertical

specializationshare(VS)なる指標を提示した｡

-このHummelsaらによるモデル化においては,国別の非競争輸入型産業連関表を用いる

ことにより,輸入財に関しては中間財と最終消費財に分離して分析を可能にしたものの,輸

出に関しては分離できないために,2-stage的なモデルにとどまっている｡

これに対して藤田12006a)では国際産業連関表 (IDE-JETROアジア国際産業連関表)

を導入することにより,輸入と同様,輸出側においても中間財を分離し,中間財のみのVS

を求めることにより,2-stage的なverticalspecializationではなく,より連鎖的になりうる

可能性のある3-stageにわたる中間財のみのverticalspecializationを各国間で調べることが

できた｡この結果,1990年代前半においては日本-アジア諸国-米国という中間財フローが

大きいこと,また電子 ･電気製品製造部門 (ElectronicsandElectronicProducts)でのVS

の伸張が著しいことを確認できた｡さらに,域内の国 ･地域をグループ化し,同様にVSを

計算することにより,この増加しつつある電子 ･電気製品製造部門でのVSは,グループ外

に流出するよりもグループ域内での連鎖の方が大きいことを示し,fragmentationの状況を

示唆する結果を導いている｡

本稿は最新の2000年アジア国際産業連関表を分析対象に加え,藤田(2006a)の結果をさら

に発展させたものである｡

2 理 論

2.1 verticalspecia一izationshare(VS)

上述のように,Himm elsaetal.(2001)はfragmentationと類似の概念を表す独自の指標

として,非競争型の産業連関表を用いてverticalspecializationshareを提示した｡以下,蘇

田(2006a)の解説に従う｡

変数,添字は産業連関分析における常用的なものに置き換えてある｡

まず,k国の第j財あるいは第j部門の輸出額Eb･のうち,輸入による投入分,すなわち

輸出額中の外国由来の価値に相当する部分をあらわす指標として,以下の変量 VSkiを定義

する｡

vsb･-輸入分の中間投入比率b･XEb･-中間財輸入額h'×Eb･-a .×中間財輸- (1)産出額b･

また上式より,鷲 -(輸入分の中間投入比率)～.は明らかであるoこの(輸入分の中間投入

比率)h･は,k国の非競争輸入型産業連関表においては,輸入分の投入係数行列の第j列の列

和 排 で表すことができる｡

ここで,総輸出額 Ek- ∑動 再こ占めるVSb･の総和,VSk- ∑iVSb.の比率 両 を以下のよ



ASEAN･東アジアにおける中間財貿易の循環的連結構造 :
1990-1995-2000年アジア国際産業連関表による分析

うに定義して,式変形を行う｡

両 -.管 - Ek Ek
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-∑j(箸 ･E# ) (2)

この VSkは,(輸入分の中間投入比率)kjと等しい箸 を,輸出全体に占める割合Ei'で加
重平均した形になっている｡~したがらて,この VSkは,総産出における輸入投入の比率よ

りも大きい値になる

非競争型産業連関表を用いることにより,式(1),(2)は,以下のように行列表記できる｡

AMを非競争型産業連関表の輸入分の投入係数行列,a野をその要素である中間財輸入に
よる投入係数,またEを輸出ベクトル,Eiをその要素とする｡このAMと右からのEの積

を考える｡
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∑,?=1alTEj

∑,p=1a2TE]

∑,?=1anTE]

ここで,右辺のベクトルの要素の総和 (列和)をとり,変形を行う｡

∑?-1(∑,?=lalrEj)-∑7-1∑,p-lalrEj-∑,?-1∑7-1alrEj-∑,7-1(∑?-lair)Ej-∑,7-1VSkj-VSk

上式の(∑?=1air)は,第j列部門における輸入中間財の投入係数の列和a]M (-輸入分q)中間
投入比率-中間財輸入額kj/産出額kj)にはかならないので,式変形は式(1)より導かれてい

る｡

列和は,単位行ベクトルeを行列積AMEの左側からかけることで表せるので,

eA〟E-(1 1 ･- 1)

∑,?=1aWj

∑ ,?=1aZTEj

∑,?=1anTEj

-∑?=1∑,?=1alrEj-VSk

よって,以下のようにVSkを行列表示できる｡

麻 讐 一型些Ek
(3)

ここで特定の財または部門のみに着目した場合は次のようになる｡たとえば輸出において

第j部門のみを注目する場合は,
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この列和が式(1)の,もとのVSkjになる.

∑?=1alrEj-(∑7-lair)Ej-ajEj-VSkj

また,Hummelsaetal.(2001)では扱われなかったが,逆にひとつの要素,a%rEJについ
ては,k国の第j部門の輸出額Ekjのうち,第i財輸入による投入分,すなわち輸出額中の

外国由来の第i財の価値に相当する部分をあらわす指標として,たとえば変量 VSikJ-alrEJ

のように定義できるだろう｡

さらに,Hummelsaetal.(2001)においては,この式(2)ないしは式(3)の定式化において

は,輸入された中間財はすべて一過性で輸出財に含まれていることになることから,産業構

造を通して国内の産出のために何度も使用される輸入中間財を考慮しておらず,VSkの値が

過小評価になる可能性があるため,輸出のために誘発される産出全体に輸入中間財が投入さ

れるものとして,さらに以下のように式を変え改善を図っている｡

非競争輸入型産業連関表において,国産分の投入構造をAD,輸入分の投入構造をAMと

し,バランス式を以下のように最終需要が輸出Eのみの形で表せば,これによって誘発さ

れる産出額Ⅹeは,輸出のために必要とされる中間財のみからなる輸入ベクトルMeととち

に以下のように表せる｡

Xe-ADXe+E
Me-AMXe

(xe-ADXe)-E -辛 (ト AD)Ⅹe-E -⇒ Xe-(I-AD)~1E

∴Mβ-A〃Ⅹβ-A〟(ト Aか)I1E

この輸出Eによって誘発される輸入ベクトルMeが意味することは,第i要素は第i部門

が直接行う輸入ではなく,すべての輸出向け生産,すなわち国外需要Eを満たす際の第i

部門製品の輸入誘発である｡

すると,式(3)は以下のように修正される｡

VSk-
eA〝(卜 AP)I1E
Ek (4)

この式がHummelsaらのverticalspecializationshareの考え方の本質であり,単純な産

業間あるいは産業内での水平 ･垂直貿易モデルでは表現しきれない,貿易構造 ･産業構造を＼

通じたそれらの複合効果を表そうとするものである (図1)｡
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図 1 Hummelsaetal.(2001)モデル+最終需要財輸入 (藤田(20068)を改良)
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産業間あるいは産業内の区別は部門の統合方法によりバイアスがかかること,また国際分

業のチェーンのパターンは一様でないことから,最終的にHummelsaらは,式(4)の各要素

を個別に検討するのではなく,総和であるⅥ先 を用いて議論を行ったものと考えられる｡

しかしながら異なる国家 ･地域の部門間に貿易を通じた強い相互関係が存在すれば,還元さ

れた各要素にも,顕著な結果が現れると考えられる｡

2.2 国際産業連関表を用いたverticalspecializationshareの拡張

Hummelsaらのverticalspecializationshareは,OECDによる主要国別の非競争輸入型産

業連関表を用いることにより,あらかじめ国内分と輸入分の投入構造が分離されている情報

を利用することで実現されている｡しかし,国別の産業連関表であるため Ⅴ島は一本化さ

れた輸出ベクトルについてのみ計算されており,仕向け先の国 ･地域別,また中間財 ･最終

需要財の区別はない｡各国別のOECD産業連関表を用いたことにより,世界主要国のver-

ticalspecializationの状況を広範囲に比較できた代わりに,輸出については中間財輸出を分

離して分析することはできなかった｡

これに対して藤田(2006a)では,アジア国際産業連関表を用い,輸出について中間財と最

終需要財輸出が分離され,さらに域内の国別にverticalspecializationshareが計算可能であ

ること,また域内の国数だけのverticalspecializationモデルが作成可能であることを示し

た (図2)0

本稿においては,藤田(2006a)における拡張をさらに以下のように発展させた｡

まず,あるk国について,国産分q)中間投入構造 (AP),q国への輸甘 (Ekq) および,p

国からの輸入による中間投入構造 (A器)が与えられれば,q国に対する輸出におけるp国
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図2 国際産業連関表を用いたverticalspecializationモデルの拡張 (藤田(2006a)を改良)

からの中間財輸入によるverticalspecializationshare,VSpkqは,これまでのVSの定義と同
様,以下のように定義できる｡これは VSkの一部である (∑p∑qVSpkq-VSk)0

vsp軸- eAX'IIEfP)-1Eh (5)

域内の国数をL+1(当該分析対象国以外の国数がL),産業部門数をNとする｡表記を

明瞭にするために,ここではまず域内のみに限定して議論を進める｡国際産業連関表の構造

から,以下の拡張が可能になる｡

拡張(1)各国 (p)からの当該ゑ国への中間財の投入構造を表すNxN投入係数行列ApPg,

(p-1,- ,L)を縦にブロック化して配列することにより,輸入投入行列AFは
輸入先と部門を識別可能な拡張されたエⅣ×Ⅳ行列になる｡

拡張(2)当該ゑ国から各国 (q)へのNxN部門別中間財輸出行列E孟qと,消費財とその他
等に分けたNxNF最終需要財輸出行列E芸からなるNx(N+NF) 輸出行列Ekq-
[EiqEfq],(q-1,- ,L)を横にブロック化して配列することにより,輸出行

列Ekは,輸出先と部門を識別可能な拡張されたNxL(N+NF) 行列になる｡

拡張(3)L+1個の国 ･地域の中から任意にk国を選択し,当該国の国産分のNxN投入係

数行列を抜き出しAPとして,さらに残 りL個の国 ･地域から輸入投入行列A㌘
および輸出行列Ekを作成することにより,国際産業連関表を構成する域内L+

1個の国 ･地域についてVSモデルを作成,計算できる｡
拡張(4)要素の総和をとる(5)の考え方をさらに進めて,要素自体を対象として地域別 ･部

門間の分析を行ことができる｡
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2.3モデルの構造

以上を考慮して,モデルを拡張する｡これまでの議論をもとに国際産業連関表から抽出さ

れるブロック行列を用いて行列を要素表示すれば,

Bk-(I-A君)ANIxN,A㌘-

VSk-

Ek- (Ekl - Ekq ･･. EkL)NXL(N'NF)

-([E子qEfq] ･･. [E妄qEfq]･･.[ELqEfq])NxL(N.NF)

諒 _AF(Ⅰ-AP)~1Ek
Ek

A伽 kEkl A伽 kEkq ･.･A伽 kEkL

A錘 kEkl (A錘 kEkq)Nx(N.NF) - A錘 kEkL

ATkBkEkl AEkBkEkq - AFkBkEkL LNxL(N+NF)

(6)

ただし,k-1,‥.,L+1

行列VSkはLNxL(N+NF) の巨大な行列であるが,この行列の要素の総和が VSk,さ

らにこの中のブロック行列について要素の総和をとると式(5)の l/量kqの値になる.(注3)

ここで,式(6)の中のAb紬 kEkqの要素についてさらに考える｡q国の第 l財製造部門が需

要するk国からの第m財の輸出ベクトルのみを考えたとき,

(注3)藤田(2006a)では,各ブロック要素の総和を要素とした以下のLxL行列をVSkとして表記している｡

総和やブロック単位の列和,行和を対象にしているかぎり,区別する必要はない｡本稿では,式(6)の

要素を対称にするために,ブロック行列のままにしている｡

弓福k-

VSlkl ･･･VSlkq ･･･.VSlkl

VSpkl - VSpkq VSpkl

Wslk1 VSlkq Tslkl
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威11)･･･apH(I,) ･･･apH(1m

〟/.1!. - ′I,,.1/(. -"/,1/Ll‥

戒〃l)-apq(N,)･-apl(NN)

bk(ll) ･･.bk(1m) ･･.bk(1N)

bkbll) ･･.bkb･m) ･･.bkbN)

bk(Nl) ･･･bk(Nm) ･･.bk(NN)

∑,?-1apH(1,)bk,,., - ∑,7-laps ,)bk(", - ∑,?-1apH(1j,bk(,N,

∑,N-1aPH(n,,bk(jl, .･･ ∑,N-labs ,,bk(,m)･･･∑,N=1aPH(叩)bk(,N,

∑,N-laPH(N,)bk,,1, - ∑,N-1戒NJ,bk(")- ∑,N-1apH(NJ)bk(,N,

(∑,N-1apq(,,,bk(",)Ekq(ml,

(∑,N-laps ,)bk(,m))Ekq(ml,

(∑]N-1戒N,,bk(,m))E kq(ml,

㍍

0
-Ei
]･F

-

o

i.

〇

…

鞄

…

o

この最後に得られた列ベクトルの各要素,(∑,N-labs ,,bk(,･m,)Ekq(",D, n-1,- ,Nは, q国の
第 l財製造部門に対して,k国から第m財製造部門が輸出をした場合,k国の産業構造を通

して誘発された,♪国の第〝財製造部門からの輸入である｡

これから新たに,輸入国部門別,当該国部門別,輸出国部門別のverticalspecialization

shareを以下のように定義する｡

vspn･k-･qr 去(∑]"-1apH(n,,bk(1m,)Ekq(wl, (7)

ただし,k-1,-･,L+1に対して,それぞれ9-1,- ,L,q-1,･･･,L｡また,n,m,l-1,･･･,

Nである｡k≠p,k≠qとし,またp-q, n-m,m - lおよび n-m -lはありうる｡国 ･地

域が10程度,産業分類が100程度とすれば,VSpn.km･qlの個数は,103×1003-107のオーダー
に及ぶので,処理および分析の方法が問題になる｡

なお,q国の第l財製造部門に対するk国から第m財製造部門の輸出を第m要素とし,

他の要素は零とおくベクトルをひとつずつ作成しなくても,対角要素のうち,第m要素の

み 1で,他は0とおくNxN対角行列Umを用いれば,VSpn･km･qlを要素とするNxL(N十
NF)行列を求めることができる｡

vspn･k-･ql-(VSpn･k-･ql)NXL(N･NF)-去麟 Ⅰ-AP)-1U-Ek
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-去麟 Ⅰ-AP)~1((Ekl)-- (Ekq)-･-(EkL)m)NxL(N･NF) (8)

ただし,

Um-diag(0･･･01m .0･･･0)NxN

0

-
･

UmEkq- (Ekq)m-Ekq(ml,

0 0

Ekq(ml,･.IEkq(m(N.NF,,

0 0 0 NX(N+NF)

なお,表記をわかりやすくするために,輸入国数と輸出国数は同数の上とおいたが,国

際産業連関表においては域外のその他世界 (ROW :restoftlleworld)が競争輸入型の扱い

で含まれることがある｡またROW からの投入を非競争型にできても,輸出を部門別に分

けられない場合もある｡いずれも産業連関表作成上の問題であるが,このために輸入国数と

輸出国数が異なる場合がある｡このような場合でも,モデル式(6)においては輸入国数と輸

出国数は独立に扱うことが可能であり問題はない｡

3 使用するデータ

(1)国際産業連関表

藤田(2006a)に引き続き,国際産業連関表として,アジア経済研究所によるアジア国際産

業連関表 (1990年表,1995年表,2000年表)を用いる (アジア経済研究所(1998,2001,

2006))｡なお,1985年表 (アジア経済研究所(1992))は部門分頬が24部門までなので用いて

いない｡また,本研究期間中に新たに2000年表が利用可能になった｡

(2)部門分類と統合

1990年表,1995年表は78部門分類,2000年表は76部門分類である｡ただし,2000年表にな

って新たに部門を組み替えているので,部門対応と部門統合が必要になる (表 1)｡この結

果,分析のために64部門に統合している｡(注4)

(3)国 ･地域

2000年のアジア国際産業連関表は域内10カ国,域外3地域で構成されている｡完全に部門

分･割された投入構造は13カ国 ･地域から10カ国への投入が記述されているが,産出構造につ

(注4)2000年表では,藤田(2006a)において着目した機械製造部門,特に電子 ･電気製品製造部門が細分化

された｡しかし1990年表,1995年表との対比分析ということで,これらは統合して扱っている｡部門細

分化された2000年表の持つ情報をフルに活用する分析は,次の課題としている｡
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統合Sector 76-SectorClassification(2000) 78SectorClassification(90-95)Code Descrit)tion Code Descri1)tion
1 1 PaddV 1 Paddy
2 2 Othergrain 007A Otherどrain

3 3 Foodcrops 245007B CassavaSugarcaneandbeetOilpam andcoconutsOtherfoodcrot)S

4 4 灯on-food-crops 368 NaturalrubberFibercropsOthercommercialcro1⊃S
5 5 LiVestockandt)OultrV 9 Livestockandt)oultrv
6 6 Forestry 10 Forestry
7 7 Fishery ll Fishery
8 8 Crude1⊃etrOleumandnaturalgas 12 Crudet)etrOleumandnaturalgas
9 9 Ⅰronore 015A Ⅰronore

10 10 Othermetallicore 1314015B CopperoreTinoreOthermetamicore
ll ll Non-metallicoreand(】uarrving 16 Non-metallicoreandcluarrv ing

12 12 Milledgrainandflour 1819 Milledrice0thermi11edgrainandflour
13 13 Fish一つrOducts 021A Fisht)roducts
14 14 Slaughtering_meatt)roductsanddairvDroducts -021B Slaughteringandmeatt)roducts

15 15 OtherfoodproduGtS 1720021C OilandfatsSugarOtherfoodt)rOducts
16 16 Beverage 022A Beverage
17 17 Toもacco 022B Tobacco
18 18 SDinning 23 St)inning
19 19 Weavinganddveing 24 Weavinganddveirig
20 20 Knitting 25■ Knitting
21 21 Wearingat)Darel 26 Wearingat)1)arel
22 22 Othermade-ut)teXtilet)rOducts ･27 Othermade-ut)teXtilet)roducts
23 23 Leatherand-1eather1)rOducts 28 Leatherandleathert)roducts
24 24 Timber 29 Timber
25 25 Woodenfumiture 030A Furniture
26 26 Otherwoodent)rOducts 030B Otherwoodent)roducts
27 27 Pul一)andt⊃at)er 31 Pul一)and1)a1⊃er
-28 28 PrintingandDublishinど 32 Printingandt)ublishing
29 29 SVntheticresinsandfiber 033A SⅥltheticresinsandfiber
30 30 BasicindllStrialchemicals 033B Otherbasicindustrialchemicals
31 31 Chemicalfertilizersand1)eSticides 34 Chemicalfertilizersandt⊃eSticides
32 一32 DruESandmedicine 035A Drugsandmedicine-
33 33 Othercllemicalt)roducts 035B Otherchemicalt)roducts-
34 34 Refined13etrOleum andits1jrOducts 湘 Refined一つetrOle11manditst)rOducts
35 35 PlasticT)rOducts 050A Plastict)roducts
36 36 ■Tiresandtubes 37 Tiresandtubes
37 37 Otherrubber一)rOducts 38 Othermbber1)rOducts
38 38 Cementandcement̀DrOducts 39 Cementandcementt⊃roducts
39 39 Glassandglasst)roducts 40 Glassandglasst)rOducts
40 40 Othernon-metallicmineralt)rOdllCtS 41 Othernon-metallicmineralDrOducts
-41 41 Ⅰronandsteel 42 Ⅰronandsteel
42 42 Non-ferrousmetal 43 灯on-ferrousmeta1-
43~ 43 Metalt)rOducts 44 MetalDrOducts
44 44 Boilers.Enginesandturbines 045E Enどines andtbrbines
45 45 Generalmathinerv 045C-2 OrdinarVindllStrialmacllinerV

46 Metalworkingmachinery 045B-1045C-2 SpecializedindustrialmachinSry'OrdinarVindustrialm acllinerV

47 Specialaizedmachinery 045A045B-2 AgricdturalmachinerySt)ecializedindustrialmachinerv
46 48 HeaVVElectricalequiー)ment 045D HeaVV ElectricmacbinerV
47 49 Television sets,radios,audiosandcommunicationequlPment 046A Electronicsandelectronicproducts

50 Elect.roniccomputingequlPment
_51 Semicondu ctorsandintegratedcircnits
52 Otherelectronicsandelectronicー)rOducts

48 53 H ouseholdelectricalequipment 046B Otherelectricm畠chineryandapplianee
54 LightingfiXtures.batteries.wiringandothers

49 55 M otorVehicles 047A MotorVehicles
50 56 M otorcycles 047B-1 M otorcVclesandbicVcles(Motorcycles)

58 Othertransportequipment 047B-2048Apo48C Motorcyclesandbicycles(Bicycles)AircraftsOthertranst)OrteCluiDment
51 57 - Shit)building 048B Shi1)building
52 59 Precision-machines 49 Precisionmachines
53 60 Othermanufacturing.1)rOducts 050B OthermanufacturingJDrOducts
54 61~ Electricityandgas 51 Electricity,gasandwatersupply

62 Watersu1⊃Dlv
55 63 Buildingconstru ction 052A BuildingCOnStruCtion
56 64 Otherconstm ction 052B Otherconstmction
57 65 Wholesaleandretailtrade 053A Wh olesaleandretailtrade
58 66 Trans1⊃Ortation 053B Trans1)Ortation
59 67 Tele13honeandtelecommunicationp 054A Tele一つhoneandtelecommunication
60 68 Financeandinsurance 054B Financeandimsurance
61 70 Educationandresearch 054C EdllCationandresearch
62 69 Realestate 054D-1 OtherserVices

71 MedicalandbealthserVice 054D-2 Otherservices
72 Restraunts 054D-3 Otherservices
73 Hotel 054D-4 Otherservices
74 OtherserVices 054D-5 -0therservices

63 75 Publicadministratibn 55 Publicadministration

表記はアジア国際産業連関表 (1990年表,1995年表,2000年表)(アジア経済研究所(1998,2001,2006))による｡

表 1 国産産業連関表の部門対応および統合



ASEAN･東アジアにおける中間財貿易の循環的連結構造 :
1990-1995-2000年アジア国際産業連関表による分析 ll

いては完全に部門分割されたものは域内10カ国分のみである｡域外3地域に対しては,中間

投入財と最終需要財を分別していない｡

国 ･地域,およびそれらを表す記号はそれぞれ,域内については,Ⅰ:インドネシア (In-

donesia),M :マレーシア (Malaysia),P:フィリピン (Philippines),S:シンガポール

(Singapore),T:タイ (Thailand),C:中国 (China),N:台湾 (Taiwan),K:韓国

(Korea),∫:日本 (Japan),U:米国 (U.S.A.),また域外扱いとして,H:香港

(HongKong),0:EU,W :ROW (Restoftheworld,それ以外の国地域),としている

(国 ･地域記号についてはアジア経済研究所(2006)のものを用いている)0(注5)

これに対して95年表以前では,域外からの投入構造について,0:EUとW :ROW を分

けていない｡また逆に年次によっては産出構造側ではEUの主要国別に分割している場合

もある｡比較を行うために,ここでは域外については香港 (H)とその他に大別し,その他

はEUとROW を統合したものを新たに記号W で扱うことにする｡これにより,分析であ

つかう国 ･.地域は域内10カ国,域外2地域とする｡また,この後の議論においても,これら

の地域記号を用いる｡

(4)データセット化

分析のために,各期のアジア国際産業連関表を国 ･地域別にブロック行列化しデータセッ

ト化した｡

各期において,分析対象国kを決めた場合,以下のデータが必要になる｡

･国内投入構造AP:当該国の64部門の投入係数行列｡64×64行列

･輸入投入構造AF:投入構造は行方向に域内10カ国から当該国を除く9カ国と域外2地
域について輸入による64部門の投入係数行列がある｡((9+2)×64)×64-704×64行列

･輸出Ek:域内10カ国から当該国を除く9カ国については中間需要64部門と最終需要2

部門がある｡さらに域外については2地域の中間需要と最終需要の合計による1部門が

ある｡64×(9×(64+2)+2)-64×596行列

以上を域内10カ国分,さらに90年,95年,2000年の3期分を計算プログラムの中で自動的

に生成する｡

4 計算結果と評価

4.1VSpn･km･qlの計算値

(1)概 要

前記のデータセットのサイズにしたがえば,式(6)の計算ではA㌘の行数704とEkの列数

(注5)域内の国･地域については輸入税および輸入消費財を控除してあるが,域外の国地域はCIFの値に
なっている｡ここではそのまま使用した｡また,現在は各国とも香港 (H)を経由した中国 (C)との
貿易が非常に大きくなっているはずであるが,産業連関表をこれ以上加工することは行っていない｡
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表2:2000年VSpn･km･ql値 (各国上位100位.×0.001)
Ⅰndonesia Malaysla Pbilippmes Singapore Thailand

Pn.km.ql 二両 Pn.km.ql -Ts Pn.-km.ql 砺 pn.km.ql 帝 ♪n.km.ql 二両
1 W27Ⅰ27W 2.437 U47M47W ll.75 J47P47W 21.26 W'34S34W 35.50 J47T47W 7.274~

2 W34Ⅰ58W 1.377 S47M47W ll.5.9 U47P47W 15.04 W58S58W 20.17 W47T47W 6.002

3 W27Ⅰ27C27 1_272※ J47M47.W 10.50 W47P471Ⅳ 14.54 W34S34H 14.05 U47T47W , 5.413

4 W4Ⅰ22W 1_090 W47M47W 10.43 J47P47U47 8.516※ J47S47W 10.97 M47T47W 3.374

5 W30Ⅰ19W 0_919 N47M47W ~4.749 K47P47W 6.766 W62S47-1Ⅳ 9.291 S47T47W ~3.265

6 W4Ⅰ20W~ 0.849 T47M47W 4.013 U47P47U47 6.023◎ M47S47W 7,880 K47T47W 2.~466

7 W58Ⅰ581Ⅳ 0.750 U47M47Uf2 3.88~8 ~W47P47U47 5.823※ W34S58W 5.554 J47T47M47 2.3~60※

8 W62Ⅰ58W 0.631 U47M47U47 3.861◎ S47P47W 5.724 _W6_2S57~W 5.238 C47T47W 2.358

9 1Ⅳ51Ⅰ581Ⅳ 0.619 S47M47Uf2 3.836 J47P47N47 5.545※ U47S471Ⅳ 5.182 J47T47U47 2.079※

llW45Ⅰ45Sf2 0.588 J47M47Uf2 3.475 J47P_47H 4.359 J47S47M47. 4..706× W47T47M47 1.947※

13W62Ⅰ47W 0.574 J47_M47U47 3.450※ H47P47W 3.969 W34S57W 4._086 U47T47pM47 1.756※

14W62Ⅰ571Ⅳ 0.530 W'47M47U47 3.428※ U47P47N47 3.922※ W62S47M47 3.986 J47.T47Uf2 1.756

15J45Ⅰ45Sf2 o~.519 K47M47W 3.346 W47P47N47 3.792※ J47S47U47 3.849※ W'47T47日47 1.716※ ~

16U27Ⅰ27W 0,514 U47M47S47 3.199※ N47P47W 3.534 M47S47M47 3.381◎ N47T47W 1.66_4

18J45Ⅰ45S47 0.509. H47M47W 2.967 W47P47J47 3.256X J47S47Uf2 3.160 -J49T49W p -1.J528~p

19W47Ⅰ47W 0.473 U47M47Uf1 2.950 tJ47P47H 3.083 M58S58W 2.902 J47T47.Jf2 1.480

20W27Ⅰ27H 0.470-W58M58W 2.912 -1Ⅳ47P4-7H 2.981 M47S47U47 2.765※ J47T47H 1.452

21W30Ⅰ20W 0.464 S47M47Uf1 2.911 tJ47P47M47 2.820※ W62S47Uf2 2.677 W47T47Uf2 1..449

221Ⅳ30Ⅰ21W 0.452 J47M47S47 2.859※ W47P47M47 2.727※ W62S58W 2.584 U47T47Uf2 1.30ウ

23W50Ⅰ58W 0.450 1Ⅳ47M47S47 2.840※ K47P47U47-2.709※ K47S47W. 2.471 J47T47Uf1 1.27~1

24W27I27K27 0.444※ J47M47tJf1 2.937 J47P47K47 2.679※ M47S47UfZ 2.270 W47T47Jf2 1.221

25W30Ⅰ18W 0.398 W47~M47tJfl 2.619 S47P47tJ47 2.292※ U47S47M47 2.223※ W47T47H 1.198

26W30I21Ufl 0.389 P47M47W 2.305 T47P47W . 2.284 N47S471Ⅳ 2.158 U47T47Jf2 1.101

28W45Ⅰ45Jf2 0.380 S47M47H 2.195 J47P47C47 2.131※ J47S47-H 2.085 M47T47MI47 1.094◎

29N19Ⅰ21W 0.370 U47M47N47 2.090# U47P47K47 1.895※ W59S57W 2.044 U47T471H 工081

30U4Ⅰ221Ⅳ 0.360-S47M47N47 2.062※ U57P47W 1.844 W62S62W: 2.031 J48T48W 1.080

31W58Ⅰ27W 0.350 U47M47Jf2 2｣035 W47P47K47 1.832※ C47S47W 1.977 W48T48W 1.078

33J45Ⅰ45W 0.336 J47M47H_ 1.98_8 J47P47U49 1.695 U47S47日47 1.819◎ W~47T47Uf1 1.049

34J45Ⅰ45Jf2 0.336 W47M47H 1.975 H47P47U47 1.589※ W60S58W 1.792.M47T47U47 0.964※

35W27Ⅰ27C28 0.320 J47M47N47 1.868※ K47P47J4.7 r1∴515X M34S34W 1.779 H47T47_W - o~.961

36N19Ⅰ21Uf1 0.3-18 W47M47N47 1.856※ tJ47P47C47 1.507X W62S47H 1.766 J47T47S47 0.957※

3.7K19I21W 0.315 J47M47Jf2 1.819 S47P47N47 1.492※ W60S571Ⅳ 1.736_ U47T4､7Uf1 0:946

38W62Ⅰ60W 0.301 b47M47J47 1.815※ W47P47C47 1.457※ M62S471Ⅳ 1.689 S47T47U47 0.933※

40W34I27W 0.294 S47M47J47 1.791※ N47P47U47 1.415※ T47S47W 1.653 W47T47N47 0.907×

41W45Ⅰ45J45 0.288※ C47M47W 1,779 W62P62W 1.408 W34S34J30 1.598 J47T47J47 0.880◎

42U4Ⅰ201Ⅳ 0.280 U57M47W 1.690 J47P47U57 1.407 1Ⅳ34S34M58 1.503 J49T58W 0.851

43W42Ⅰ531Ⅳ 0.275 J47M47J47 1.622◎ K47P47H 1.387 J45S47V 1_一50.2 W34_T58-.W~-_0.831

441Ⅳ34Ⅰ26W 0.275 W47M47J47 1.612※ W62P60W 1.387 M47S47H 1.498 U47T47N47 0.818※

45W58I21W 0.274 N47M47Uf2 1.572 S47P47J47 1.282※ U47S47Uf2 1.493 M47T47Uf2 0.814

46K19Ⅰ21Uf1 0.271 U47M47K47 1.566※ K47P47M47 1.269※ W62S47N47 1.425 K47T47M47 0.800※ー

47W30I47W 0.271 N47M47U47 1.561※ U47P47U49 1~.199 J47S47Jf2 1.336 1Ⅳ47T47S47 0_,789※

48U27Ⅰ27C27 0.269※ S47M47K47 1.545※ W62P47W 1.175 J47S47U62 1.274 S47.T47Uf2 b.788

49J45Ⅰ45S45 0,261※ U47M47C47 1.417※ S47P47H 1.173 W34S34P54 1.261 C47T47M47 0.765※

原油輸入を除外,fl:消費財,f2非消費財,W :ROW 最終需要,※ :n-l,P≠q,◎ ‥n-l,p-q
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Ⅰndonesia Malaysia Philippines Singapore Thailand

Pn-km.ql Ts Pn.km.ql iTs Pn.km.ql 砺 Pn.km.ql I一′s_ ,Pn.km-ql 而
51J45Ⅰ45J45 0.255◎ S47M47C47 1.398※ J47P47tJ62 1.139 M47S47N47 1.209※ U57T47W 0.742

52W45Ⅰ45Mf2 0.252 W47M47K47 1.391※ S47.P47M47 1.073※ U45S47W 1∴144 W47T47J47 0_726※

53W34Ⅰ20W 0.248 tJ47M47Sf2 1.346 H47P47N47 1.035※ ~W62S47Jf2 1.132 U47T47S47 0.712※

54W34Ⅰ57W 0.246 S47M47Sf2 1.328 U52P52Uf2 1.033 W58S62W 1.126 K47-T47U47 0.705※

55W58Ⅰ26W 0.244 T47M47Uf2 1.328 U52P52W■ 0.995 W34S34N30 1.089 tJ47T47C47 0.687※

56U51Ⅰ58W 0.240_. T47M47U47. 1.318※ U47P47U57 0.995 W62S47U62-1.079※ M47■T47Jf2 0,.686

59W58Ⅰ57W 0.238 W42M47W 1.273 -N20P21tJf1 0.953 W34S34K30 1.054 C47T47U47 0.674※

60W30Ⅰ27.W 0.236 J47M47C47 1.266※ 1Ⅳ32P62W 0.948 tJ57S47W 1.053 M47T47H 0.673

61W58Ⅰ21Uf1 0.236 S47M47Jf1 1.258 J57P47W 0.941 J47S47K47 1.034※ J49T49J49 0.671◎

62W34Ⅰ21W 0.234 W47M47C47.1.258※ U52P52Uf1 0.922 J47S47C47 0.995※ S47T47Jf2 o;664

63W18Ⅰ20W 0.232 J47M47Sf2° 1_203 N47P47N47 0.921◎ tT47-S47H 0.985 W50T50W 0_662

64W45Ⅰ45Uf2°0.228 W47M47Sf2 1_195 T47P47U47 0.915× ､1Ⅳ58S471Ⅳ 0.981 U47T47J47 0.655※

65W60Ⅰ60W 0.226 N47M47Ufl 1_193 H47P47J47 0.889※ W34S34M15 0.974 S47T47H 0.652

66J45Ⅰ45Mf2 0..222 J47M47Jf1 1.140 J52P52Uf2 0.881 M47S47Jf2 0.960 W34T34W 0.648

67W4Ⅰ20U21- 0.218 W58M58S58 1.137※ J47P47Uf2′ 0.881 M62S57W 0.951 W53T53Uf1 0.610

68W30Ⅰ48W 0.216 W47M47Jf1 1_132 W60P57W 0.879 J47S47T47 0.948※ J47T47Sf2. 0.609

69W34Ⅰ471Ⅳ 0.214 K47M47Uf2 1_107 M47P47日47 0.875※ J47S47J47 0.947◎ K47T47Uf2 0_595 p

70W4Ⅰ22Jfl 0.214 K47M47U47.1_100※ K47P47K47 0.852◎ 1Ⅳ59S58W 0.936 W41T43W 0_592

72｢Ⅳ60Ⅰ62W 0.212 U47M47U62 1.0■65 W52P52Uf2 0.821 W34S34Jf1. I0.921 M47T47Uf1 0.589.

73K23Ⅰ23W 0.205 S47M47U62 1.050 H47P47H 0.814p W47S47M47 0.917※ J47T47Jf1 0.586

74C4Ⅰ221Ⅳ 0.203 T47M47Uf1 1.008 U47P47U62 0..805 M47S47U62 0.915 J47T47K47 0.574~※

75W30Ⅰ33W . 0.202 tJ47M47T47 0.992※ N47P47J47 0.791※ W62S47Uf1 Oi906 S47T47Uf1 0.570

76W34Ⅰ21Uf1 0.201 H47M47.Uf2 0.982 W52P52W -0.791 W34S34M57 0.902 C47T47Uf2 0.569

78W30Ⅰ29W 0.200 H47M47日47 0.975※ W47P47U62 0.779 J57S471Ⅳ 0.884 J41T43W 0_556

79W2Ⅰ15W 0.200 J47M47U62 0.951 H19P21Ufl 0.762 W62S47K47 0.876 W42T48W 0_550

80W58Ⅰ20W 0.199 W47M47U62 0_9■45 W62P57W 0.749 K47.S47tJ47 0.867× W42T53tTf1 0.548

81W42Ⅰ42J42 0.198.※ J.57M.47W 0.940 H47P47M47 0.744※ W34S47W 0.848 W30T30H 0.542

82W58Ⅰ25W 0.194 K47M47S47 0.911※ U57P47U47 0.738 C47S47M47 0.848※ N47T47M47 0.540※

83W4Ⅰ22Uf1 0.194 N47M47H 0.899 W52P52Uf1 0.732 W34S34P58 0.846 J30T30W 0.540

84W51Ⅰ51W 0.189 J47M47T47 0_886※ N47P47H 0,724 W62S47C47 0.843 W15T15W 0.538

86W34Ⅰ62W o｣185 N47M47N47 0.845◎ K47P47C47 0.678※ W62S47T47 0.803 J57T47W 0.532

88W58Ⅰ27C27 0.183 N47M47Jf2 0.823 J47P47Jf2 0.654 U47S47N47 0.795X W49T49W 0.513

89W60Ⅰ47W 0.181 W42M42W 0.814 U47P47Uf2.0.623 W34S34T34 0.790X M47T47N47 0.510※

90J.51Ⅰ58W 0.181 H47M47S47°0.808※ C47P47W 0.621 W60S47W 0.772 W13T13Jf1: 0.502

91C19Ⅰ21W 0.175 P47M47Uf2 0.763 H20P21Uf1 .0.615 M47S47Uf1 0.769 W47T47Sf2 o二502

92W27Ⅰ28W 0.175 T47M47H 0.760 W47P47Uf2 0.602 U34S34W 0.元7 K47T47Jf2 0.502

93Ⅹ23Ⅰ21W 0.174 P47M47U47 0.757※ J47P47T47 0.597※ K34S34W 0.759 S47T47N47 0.494※

94U45Ⅰ45Sf2 0.173 U47M47U49 0.747 J47P47U59 0.596 N47S47tJ47 Ol.757※ K47T47H 0.492

95｢Ⅳ42Ⅰ53Uf1 0.173 H47M47tTf1 0.745 T47P47N47 0.596※ W47S47U47 0.750※ W47T47Jf1 0.484

96W34Ⅰ18W 0.172 S47M47tJ49 0.737 S47P47C47 0.574※ M47S47K47 0.743※ P47T47W 0_482

97W44Ⅰ45Sf2 0.172 N47~M47J47 0.734※ M47P47N47 0.57CI※ M58S57W- 0.739 C47T47Jf2 0_480

99Ⅹ30Ⅰ19W 0.171 W15M15W 0.706 W60P60W 0..556 W34S34C55 0.721 W47T47Ⅹ47 0.473※

100累積 U45Ⅰ45S47 0.17023.9% T47M47Jf2 0.69543.2% _ W19P21Uf1 0.54954.5% M47S47C47 0.71549.0% - C47T47H O.471-34.6%

原油輸入を除外,fl:消費財,f2非消費財,W :ROW 最終需要,冗 :n-l,p≠q,◎ :n-I,A-q
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表3:2000年 VSpn･km･ql値 (各国上位100位.×0.001)

China Taiwan Korea Japan USA

Pn.km.ql iTs Pn.km.qlL Ts Pn.km.ql Ts ~Pn.km-ql Ts Pn.km.ql Ts
1 1Ⅳ47C47W 2.355 J47N47W ll/46 W58K58W 12.86 W58J58W 2_420 W47U47W ､ 4.247

2 H47C47W 2.238 W47N47W 6.880 tJ47K47W' 5.66 N47J47W 1_143 1Ⅳ49U49W .4.028

3 1Ⅳ47C47H 1.766 U47N47W 5.934 J47K47W 4.60 U47J47W 0.990 W50U50W 3.009

4 N47C47W 1.693 K47N47W 5.805 1Ⅳ62K58'W - 3.706 U50J50W 0.824 1Ⅳ64U58W 2.497

5 H47C47H 1.678 M47N47W 3.6.92 W47K47W 2.533 K47J47W 0_749 J47U47W 2.199

6 K47C47W 1.561 J47N_47U47.3.027× W34K58V 2.503 W34J58~W 0.527 1Ⅳ42U42W 1.508

7 N47C47H 1.269 S47N47Wr 3.012 U47K47U47 2.407◎ W34J30~W 0.501 K47U47W 1.430

9 K47C47H 1.021 J47N47Uf2 2.496 N47K47W'~1.864 M47J47W 0.427 N47U47W 1.308

10W47C47tJfl 0.919: W58N58W 2.-348 U47K47Uf2 1.6621 W42J49W ~0.410 W32U32W 1.268

ll･U47C47W 0.880 P47N47W 2.325 M47K47_W 1.519 W42J47W 0.386 J49U49W 1.003

12H47C47.Uf1 0.873 J47N47H 2.269 U47K47H 1.392 W62J49W 0_358 S47U47W 0.941

131Ⅳ47C47Uf2 0.862 J47N47C47 2.015※ 1Ⅳ62K47W■ 1.381 W62J47W 0.355 M47tJ47W 0.93L2

14J47C47H 0.854 W42N47W 1.936 J47K47tJf2 i.353 N47J47Uf2 0._341 1Ⅳ30tJ30W 0.810

15H47C47Uf2.0.819 W47N47U47 1.816※ U47K47N47 1.336※ W30J30W 0_325 W64tJ32W 0.806

16W42C481Ⅳ 0.726 W62N58W 1.755 U47K47J47 1.294※ N47J47U47 0.323※ H47tJ47W 0.762

17M47C471Ⅳ 0.668 H47N47W 1.730 U47K47C47 1,171※ W42J48W 0.300 W42U47W 0.754

18N47C47Uf1 0.660,W62N471Ⅳ 1.651 J47K47H 1.134 N47J47H 0.296 W30U29W -0.741

19U47C47H 0.660 W47N47J47 1.630※ H47K47W 1.116 U47J47Uf2 0.296 W27U27W 0.682

20N47C47Uf2 0.620 U47N47U47 1.567◎ J47K47pN41 1.087※ U47J47U47 0.280◎-W34U58W 0.623

21K47C47Uf1 0.531 K47N47U47 1.533# W47K47U47 1.0ウ8※ U49J49W 0_276 W47tT501Ⅳ 0.616.

22M47C47H 0.501 W47N47Uf2 1.49g J47K47J47 1.054◎ P47J47W 0_266 W64U49W 0.610

23K47C47tJf2 0.498 U47N47J47 1.406※ S47K47W 1.015 W62J58W 一 0_261 ｢Ⅳ45U45W 0.589

24S47C47W 0.477 K47N47J47 1.376※ J41K51~W 0.966 U47J47H ､ 0.256 W64U60W 0.569

25W23C23Uf1 0.468 W47N47H 1.361 J47K47C47 0.953※ W42J421Ⅳ 0.242 W64U62W 0.551

26J47C47Uf1 0.444 T47N47W 1.3､61 W42K42W 0.923 N47J47N47 0_231@ P47U47W 0.489

27J47C47Uf2 0.417 J45N45W 1.334 U57K47W 0.821 S47J47W 0.225 W64U571Ⅳ 0.489

28K23C23tJfl 0.404 U47N47Uf2 1.292 W41K51W 0.82pO K47J47Uf2 0_,224 W4.1U49W 0.487

29W23C23W 0.393 J57N47W 1.衰7 W42K47W 0.811 _W9J41W 0.222 W47U49W 0.464

30W30C301Ⅳ 0.361 K47N47Uf2~ 1.264 N47K47U47 0.793※ C47J47W 0.214 W42U49W 0.459

31S47C47H 0.357 W47N47C47 1.209※ W47K47tJf2 0.744 K47J47U47 0.212※ W42U501Ⅳ 0.452

33U47C47tJfl 0.343 U47.N47H 1.174 W49K49W 0.714 W45J45W 0.210 W41U45W 0.451

33K23C23W 0.339 J33N47W■ 1.167 C47K47W 0.709 H47J47W 0.205 C47U47W 0.423

34W33C35W 0.336 K47N47H 1.149 J45K51W 0.696 U47J47N47 0.200※ J50U50W 0.413

35W47C47U47 0.333※ J47N47Jf2 1.108 M47K47U47 0.646※ W57J57W 0_199 W42U45W 0.400

36W47C47Jf2 0.330 J47N47M47 1.093※ W30K29W 0.634 K47J47H 0_194 W45U50W 0.385

37U47C47tJf2 0.322 J47N47K47 1.077※ W47K47H 0.624 K34J30W 0.193 W49U58W 0.372

38H47C47tJ47 0.316※ J48N47W 1.067 W62K51W 0.621 W42J49Uf1 0.188 W47U52W 0.352

39H47C47Jf2 0.314 U47N47C47 1.043※ P47K47W' 0.617 U57J47W 0_184 T47~U47_W 0.352

40T47C47W 0.306 K47N47C47- 1.020※ J49K49W 0:609 W62J45W 0.182- W46U45W 0.343

42~W18C20Jf1 .0.282 U57N47W 0.969 W47K47N47 0.598※ W50J501Ⅳ 0.171 W34tJ30W 0.316

43W18C53W 0.-276 M47N47J47 0.87°5※ W62K47U47 0.588 N47J47Uf1 0.171 1Ⅳ47U47K47 0.307※

44N23C23Ufl 0.262 W33N47W 0.869 W47K4.7J47 0.580※ N47J47K47 0_169※ W47U47Jf2 0.302

45W42C48H 0.261 U50N50｢Ⅳ 0.863 U34K58W 0.576 W42J49Uf2 0.167 W41U50W 0.287

46M47C47Uf1 0.261 C47N47W 0.807 W18K20W 0.573 W62J49Uf1 0.164 W64U50W 0.285

47W18C53Ufl 0.260 M47N47Uf2 0.804 U47K47Jf2 0.569 N47J47S47 0.158※ 1Ⅳ42U48W 0､.280p/-

48W42C48Uf1 0.253 W41N45W 0.796 W45K51W 0.569 N47J47M47 0.153※ J47t7501Ⅳ 0.269

49M47C47Uf2 0.244 S47N47U47-0.795※ U47K47tJfl 0.560 W42J451Ⅳ ~0.152 W42U531Ⅳ 0.258

原油輸入を除外,fl:消費財,f2非消費財,W :ROW最終需要,※ :n-l,1)≠q,◎ :n-l,p-q
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Cllina Taiwan KOrea Japan USA

Pn.km.ql Ts Pn.km-ql 而 Pn.km.ql Ts Pn.km.ql 二両 Pn.km.ql 両 .
51N47C47tJ47 0.239※ M47N47H 0.731 ｢Ⅳ3_4Ⅹ29W 0.559 U45J45W 0_.151 W'47U47M47 0.253※

52N47C47Jf2 0.畠37 S47N47J47 0_714※ N47K47Uf2 0.548 U47J47Uf1 0.148. W30U33W 0.250

■53 P47C47W 0.237 W47N47Jf2 0_665 W●47Ⅹ47C47 0.524※ U47J47K47 0.146× W●64U59W 0.246

54J19C21W 0.235 W47N47M47 0.656※ W34K301Ⅳ 0.513 W62J49Uf2 0.146 W■45U49W 0.239

55T47C47H 0.230 W41N41W 0_656. J41K41tV 0.505 T47J47W 0.145 W64U451Ⅳ 0.237

56 N23C23W' 0.220 S47N47Uf2 0ー656 J30K29W 0.493 W34J.49W 0.14年 W41U43W 0.236

57W47C47Jf1 0.218 J47N47Uf1 0_654 W42Ⅹ42H 0.482 W58J49W Q.142 W42日43W 0.234

58W3.3C47W 0.216 M47N47C47 0.649※ H47K47tJ47 0.475※ W58J47W 0.142 W47tJ45W 0.234

59J19C20W 0.214 W47N47Ⅹ47 0ー646※ J57K471Ⅳ 0.465 T49J49W 0.141 W50U50Nf2 0.232

60 J19C21Jf1 0.210 W34N58W 0.639 J47KL47Jf2 0.463 U47J47S47 0.137※ W29U35W 0,229

61H47C47Jfl 0.207 J47N47U62 0.631 W44K51W 0.463 W47J47Uf2 0.137 W43U50W 0.223

62.J19C20Jfl 0.204 U45N45W ~ 0.630 W62Ⅹ49W 0.462 W62J57W 0.137 W47U47J47 0.221※

63W47C57W 0.200 W'58N47W 0.622 N47K47H 0.459 W9J49W 0.1_34 W'30U35W 0.216

64W42C47W 0.195. P47N47U47 0.614※ J47K47tJf1 0.456 U47J47M47 0.133※ W41U41W 0.211

65 N19C211Ⅳ .0.195 W45N45W 0.601 J47K47M47 0.455※ W30J49W 0.13,1 W30tJ471Ⅳ 0.211

66 W41C43W 0.195 J45N47W 0.599 W18こK19W 0.450 W47J47U47 0.130※ J45U45W 0.209

67 K47C47U47 0.192※ S47N47H 0.596 M47Ⅹ47Uf2 0.446 W30J33W 0.i29 W47U47H 0.209

68 K47C47Jf2 0.191 U33N47W 0ー576 W62Ⅹ62W 0.443 U50J50Uf1 0.129 W32U62W 0.197

69 S47C47tJf1 0.186 U47N47Jf2 0.574 N47K47N47 0.440◎ M47J47Uf2 0.127 W43U49'Ⅳ 0.194

70J41C43W 0.182 U47N47M47 0.566※ S47K47U47 0.432※ W62J62W 0.127 W64U30W 0.192

72J57C47W 0.180 U47N47K47 0.557※ N47K47J47 0.427※ W9J51W 0.124 N47tJ50W 0.182

73 P47C47H 0.178 K47N47M47 0.554※ J45K45W 0二413 W30J29W 0.122 W47U47N47 0.176※

74W18C20H 0.177 P47N47J47 0.551※ U47K47S47 0.407※ M47J47U47 0.121※ K47U501Ⅳ 0.175

75 N19C20W 0.177 K47N47K47 0.545◎ 1Ⅳ62Ⅹ47Uf2 0.406 W45J45Uf2 0.119 J47tJ52W 0.174

76 S47C47Uf2 0.174 1Ⅳ48N47W 0_535 U47K47U62 0.400 W47J47H 0.119 J57日47W､ 0.174

77 N19C21Jf1 0.174 J29N47W 0.531 W42K51W 0.394 W42J47tJf2 0.115 W47U62W 0.173

791Ⅳ48C47W 0.170 W41N47W 0ー521 N47K47C47 0.386× U52J52W 0.113 W~49U44W 0.170

80 W30C35W 0.170 W42N47U47 0ー511 J41K49W 0.384 W34J47W 0.113 K47U49W 0.166

81N19C20Jf1 0.169 P47N47Uf2 0_506 U45K51W 0.379 K34J58W 0.113 W■64U33W 0.164

82W30C48W OL.168 J45N45ⅠⅠ 0.499 U47K47tJ49 0.374 U49J49tJf2 0.113 W【64U42W 0.162

83 K30C30W 0.166 W62N43W ~0_498 W42Ⅹ49W 0.374 K47J47Uf1_0.112 W52U52W 0.160

84 H47C47J47 0.164※ J42N47W 0.496 M47K47H 0.374 K47J47K47 0.111◎ J47U47K47 0.159※
85W33C47H 0.162 J47N47S47 0.491-※..J57K51W 0.372 M47J47H 0.110 .W27U62W 0.159

86 N30C35W 0.162 S34N581Ⅳ 0.470 M47K47N47 0.359※ U50J50tJ50 0.110◎ J47U47Jf2 0.156

87J47C47U47 0.161※ W62N45W 0.470 U44K51W 0.358 W42J47tJ47 0.109 1Ⅳ53U53W 0.155

88 J47C47Jf2 0.160 P47N47H 0.460 U5写K51W 0.353 W10J49W 0.107 W21U21W 0.154

89J30C30W 0.159 W42N47J47 0.459 U57K47日47 0.349 W62J47Uf2 0.106 W64tJ52'Ⅳ 0.154

90 'Ⅳ30C471Ⅳ 0.157 H47N47U47 0ー457× M47K47J47 0.348※ K47J47S47 0.104※ C57U47W 0.141

91N47C47Jf1 0.157 J39N47W 0ー453 W34Ⅹ30C30-0.347 W62J45Uf2 0.103 W~34U34W 0.141

92'Ⅳ47_C47S47 0.152※ W29N47W 0ー442 W'42Ⅹ47U47 0.345- W30J471Ⅳ 0.102 W50U50Jf2 0.139

93 W33C48W 9.151 W62N47tJ47 0.436 J33K47W 0.341 K47J47M47 0.100※ W41日44.W 0.138

94 N19C19W 0.151 W42N43W 0_429 W62Ⅹ47H .0.340 ~W34J30N29 0_.100 Wー44U49W 0~.138

95U57C47W~ 0.149 W42N47Uf2 0.422 W57Ⅹ57W 0.332 W62J47U47 0.100 J57U49W 0.138

96W42C47H 0.146 J41N45W 0_410 W33Ⅹ47W .0.332 W42J47H 0.100 W30U49W 0.137

98 K22C23Uf1 0..145 J30N19W 0.409 U47K47P47 0.331※ W42J42K42 0.096※ J47U47M47 0.131※

99J48C47W 0.145 P47N47C47 0.409※ U30K29W 0.328 U58J49W 0.095 W52U50.W 0.131

.100累積 H47C47S47 0.14424.3% W47N47t7f1 0.39233.5% H47K47Uf2 0.32833.2% N47J49W O.09525.9% N47U49W O.12946.8%

原油輸入を除外,fl:消費財,f2非消費財,W :ROW 最終需要,※ :n-l,p≠q,◎:n-l,p-q
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596の要素の計算になる｡これは704×596-419,584個の要素計算であるが,VSpn･km･qlの計

算のためには式(8)の対角行列Umを部門数の64に従い非零対角要素の位置を順に移動させ

て演算することになる｡このため実際の計算の結果,1カ国1期あたり生成される要素数は

64×419,584-26,853,376個になる｡

このままでは扱えないので,分析のために計算と同時にp,n,m,q,lの各パラメータを

保持したままソーティングを行っている｡これらの行列演算はworkstaion上で64bitの

MATLABを用いて計算された｡(注6)

計算結果は非常に膨大であるので,各国とも2000年における上位100要素のVSpn･km･q再こ

ついてのみ例示した (表 2-表 3)｡また値が大きい原油部門ははずしてある｡表には以下

の記載がある｡

･VSpn･km･ql値は見やすいように1000倍した値になっている

･p:誘発された輸入先国 ･地域の記号,n:同部門No.

･k:当該国の記号,m:輸出部門No.

･q:上記k･mからの輸出先国 ･地域の記号,l:同部門No.

･※ :n-lの場合のマーク (輸出先部門と誘発された製品部門が同じ),◎ :n-lかつ

p-qの場合のマーク (上の場合に加えて,輸出先と誘発された国 ･地域が同じ)

･上位100要素の累積合計値が,VSkに占める割合

上位100要素の累積値はⅤ最 に対して国 ･期別に相違はあるが,20数%～約50%の問にあ

る｡これは上位の要素にかなり大きな値が集中していることを示している｡この計算データ

の特性については各国上位10,000要素に拡大して次項で詳細に検討を行う｡

上位100においては各国 ･地域の状況がかなり異なるものの,中間需要 ･最終需要を統合

したROW 向け,および最終需要向けが上位を占めている｡これは以下の理由が大きい0

･輸出先の部門別に分けられている中間財輸出額は最終需要財輸出合計額に比較して一つ

一つはもともと値が小さい (輸出先部門別値と合計輸出額を比較していることになる)0

･国内でめ付加価値付与率が高い (輸出のための輸入誘発が小さい)国では,VSの値は
小さくなる｡

これはVSが輸出内でのシェアと,輸入誘発にかかわる指標であるためである｡しかし,
その中でも上位に来る中間財輸出のVSは相当大きい値であることになる｡またその中間財
輸出VSではp-qであるものがかなりある (輸出先と誘発された国 ･地域が同じ)0
以下,VSの持つ問題点を整理して,本論における要素にまで還元されたVSpn･km･ql値が,
fragmentationの議論においてどの程度意味のあるものであるかを検討する｡

(注6)各部門 (m)から他国 (q)の各部門 (l)への輸出と,それによる産業構造を通じての各国 (p)･各

部門 (n)製造品の輸入誘発が生じるので,A,n,m,q,lは多くの組み合わせが生じるO
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(2)計算値の有するパターンの解釈

VSpn･km･qlの導出は非競争輸入型の産業連関表を用いた輸出のための輸入誘発分析に基礎

を置く｡このため,線形演算に伴う問題点と,作成されている産業連関表のデータ自体の持

つ特性の2点から問題点を検討する｡まずデータ自体の持つ特性を見てみよう｡ この段階で

は中間需要財輸出と最終需要財輸出は区別していない｡表 2,表3の各国上位100,合計

1000要素について,輸出部門 (m)と誘発される輸出国の部門 (n)との関係を,mに対す

るpのヒストグラムとして示す (表4)｡輸入国k,輸入先pは区別しない｡

このヒストグラムは以下のように作成されている｡

･表のトップに輸出部門 (m),表の左側に被誘発部門 (n)の部門No.を示す｡

･表のボトムはm についての頻度,表の右側にnの頻度を示す｡

･輸出による輸入誘発が上位100に出現しなかった部門は省略してある｡

･m とnのクロスした数値が,VSpn･km･qlの出現した頻度を示す｡

･1件の場合は表を見やすくするためにドット (･)で省略している｡

一見して∽-47(電子 ･電気製品製造部門)に集中していることがわかる｡また,誘発

された部門も対角要素が最大でありn-47である｡

このパターンを輸入投入係数表自体と比較してみよう｡図3は,台湾の2000年における輸

入部分の投入係数表 (すべての輸入先国の重畳)のセルに数値のある部分をドットで示した

ものである｡台湾2000年を選んだのは中間財輸出によるVSpn･km･qlが比較的多かったためで

あり,イメージとしては他の国 ･地域も大差はない｡(注7)

表4と図3のパターンを比較したとき,明らかにわかることは,以下のようなことである｡

･当然ではあるが,表4のパターンは図3のパターンに包含される.

･輸出による輸入誘発の状況を示す表4のパターンにおいても対角要素は比較的明瞭であ

る｡

･輸出による輸入誘発の状況を示す表4においては,下三角部分が極めて希薄である｡

･上三角においても繊維産業m-18-22,機械産業m-45-52の周辺に小さな上三角が

うかがわれるが,その他は同様に希薄化している｡

このパターンをさらに詳細に示す｡クロスで10件以上の頻度があったVSpn･km･q再こついて

抜き出すと,表 5のようになる｡

これからは,表4のパターンからうかがわれたことが確認できる｡

･47電子 ･電気製品,45一般機械,49･50輸送機械では同一産業内での輸入誘発が大きい｡

(注7)域内すべての国地域の輸入による投入係数表パターンを重畳すると,真っ黒になってしまうので,そ

れを避けた意味もある｡
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･繊維産業においては垂直的な構造が残っている｡

･化学系においても水平的な構造がある｡

･サービスの誘発輸入も大きい｡
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輸 出 部 門 頻度 最大被誘発輸入部門 P=n 同件数
47電子 .電気製品 606 47電子電気機械 ･◎ 512

45一般機械 40 45-般機械 珍 28

49自動車 40 49自動車 ◎◎ 12

58運輸 33 34石油精製 10

21衣料品 24 19織物 .染色 13

50オートバイ .その健の輸送機械 21 50オートバイ .その他の輸送機械 10

34石油精製 20 34石油精製 ◎◎◎_20

57商業 18 62その他のサービス 6

30基礎化学製品 -16 3Q基礎化学製品 8

62その他のサービス 16 58運輸 2

･20ニット製品 15 18紡績 5

52精密横桟 15 52精密機械 ll

51造船 13 45-般機械 3

48その他の電気機械器具 ll 42非鉄金属 6

43金属製品 10 43金属製品 6

◎(p=n)は,対角要素で最大頻度になったことを示す｡
表5 表4における上位頻度mに対する最大被誘発部門n

Ⅰ M P S T C. N K ∫ U 平均

47電子 .電気製品 1.282 0.551 0.097 0.382 0.437 1.152 0.385 0.601 0.637 0.938 0_.65

49自動車 0.784 1.802 1.074 0.378 0.964 0.513 1.129 1.175 0..665 1.779 1.03*

21衣料品 13.10 3.129 13.50 1.633 10.16 4.092 6.207 7.560 1.550 10.42 7.14*

50オートバイ .他輸送機械 1.290 0.747 9.447 0.042 1.485 1.6140.360 0.893 0.794 0.570 1.251 1.81*

34石油精製 0.265 0.410 0.178 0.0410.660 0.222 0.202 0.357 0.438 0.467 0.29

57商業 0.384 0.1531.045 0.831 1.141 1.3771.591 1.2211.596 1.525 2.220 1.02*

30基礎化学製品 0.050 0.003 0.181_0.169 0.001 0.036 0.16-

62その他のサービス 1.807 1:166 0.479 1.536 1.029 -1.961 1.354 1.36*

20ニ~ツト製品 0.757 0.706 0.146 0.665 0.330 6.201 0.593 0.~244 1.636 0.862-1.21*

52精密磯械 0.674 1.326 2.411 2.053 1.581 0｣765 1.990 0.720 2.018 1.156 1.50*

27パルプ .製紙 0.123 0.149 0.095 0.259 0.063 0.262 0.084 0.0271.094 0.047 0.117 0.1コ

51造ぬ 0.316 0.949 ll.64 1.119 1.056 1.367 1..420 0.469 4.196 2.50*

43金属製品 0.244.0.094 0.179 0.332 0.625 0.074 0.191 0.125 0.068 0.220 0.22

表 6 最終需要財生産と中間財生産の比率 (国内需要 ･域内輸出の合計,2000年)

以上は2000年表での結果であり,90年,95年表との比較が必要であるが,上位100データ

の段階でも,47電子 ･電気製品の中間財輸出による同一部門からの輸入誘発は90,95年に比

較してすべての国で顕著に急増している｡

表4のパターンは,産業連関表の三角化と類似の考え方で見ることができよう｡ 産業連関

表の三角化においては上三角がゼロに近い場合に一方的連結関係を確認することになる (完



20

全三角化)｡逆に上三角に係数が残存する場合に循環的連結関係とする｡

各国とも輸入による投入係数表を見る限り,図3.のように三角化は直感的に簡単でないよ

うに感じられる｡しかしながらVSの大きいものから要素を順に出現させていった場合,表

4のように,下三角がはばゼロで一方的な連結関係をもたず,部分的に小さな上三角部が出

現して,局部的に強い循環的連結関係のみを提示することになった｡

もし国産と輸入の構造だけではなく,輸出のための投入と内需のための投入も分けた産業

連関表が作れたとすれば,投入係数表は国産と輸入,さらに国内部は内需と外需 (輸出)の

組み合わせによりブロック化されよう｡この内,輸入-輸出にかかわる輸入投入係数のブロ

ックに同様の局部的な上三角現象が生じる可能性はあるが,安定したこのような産業連関

表を作成することは不可能であろう｡ しかし,表4のパターンは輸入誘発度と輸出シェア

という二つの要素を掛け合わせたVSの性質から,類似の表現効果が現れている可能性があ

る｡(注8)

次に,産業連関表においては中間財輸出も最終需要財輸出も同じ投入構造から産出されて

いる問題を考える｡すなわち,同じ行 (row)上のバランス式におかれている｡このことは

最終需要財のVSにおいて輸入依存性が極めて大きければ,中間財のVS計算においても同

じ輸入依存性が算入されるために,VS値は大きく産出される可能性があるということがあ

る｡この場合は両者の差は輸出シェア (Ekj/Ek) だけに依存することになる｡この問題を検

討するには,特に中間財輸出のVSが着目されている部門においては,最終需要財生産と中

間財生産の比率を確認しておく必要がある｡

表6は,最終需要財 (国内需要+域内輸出)と中間財 (国内需要+域内輸出)の比率を示

したものである｡この比率が1を超えた場合は最終需要財の生産のほうが域内向けでは多い

ことを示す｡(*)がついたものはこの比率の平均値が1を超えている部門である｡

中間財輸出の1/ちn･km詔 こ着目するならば,中間財生産の方が多いほうが実態に沿った解
釈ができる｡また,垂直的な国際分業に着目するならば最終需要財生産の比重の高い国と中

間財生産比重の高い国で,解釈を分けて分析をすることが可能になる｡

たとえば本稿で着目する47電子 ･電気製品に関してはほとんどの国で中間財生産が上回っ

ている｡ただし,最終的に組み立てを行うことが多い国,最終需要財の需要が極めて大きな

国においては中間財生産が下回る可能性がある｡表 6の電子 ･電気製品では,Chinaの値が

大きい｡またU.S.A.もほとんど1に近い｡

(注8)overseasoutsourcingのモジュール化のみを生産技術として有するアクティビティが明確に定義でき
れば,そのような産業連関表も作成可能かもしれない｡またfragmentationが固定的なものであればア
クティビティとして把握可能かもしれない｡しかし藤田(2006a)で指摘したように海外企業の現地法人

や技術移転を受けた現地の協力企業間の国境を越えた ｢融通｣が本質であれば,アクティビティとして

ではなく現象として観測されるべきものであろう｡

また,産業連関表の三角化議論は従来下三角化に関心が集中していたと考えられる｡このために輸入

と国産を分けた投入構造の中で,.さらに国内需要と輸出に産出構造を分けて,循環的連結関係を抽出す

るという研究については寡聞である｡このVSを用いた局部上三角化は,産業内貿易やfragmentation
の議論にひとつの手法を提起できるかもしれない｡
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4.2計算データの性質と評価

以上は単純な各国上位100要素の VSpn･km･q再こ関する検討であったが,それだけでも有用

な情報を得ることが可能であることを示すことができた｡ここではさらに,産業連関分析の

線形演算の過程で,行列の一要素であるVSpn･km･qlが,どの程度信厩できるものであるかを

検討する｡

前述の計算値の検討は,究極は部門のアグリゲ-ショソの問題に帰着する｡Hummelsaet

al.(2001)においても輸出と輸入依存性のcorrelationによる過大評価 ･過小評価の可能性と

してすでに指摘されているが,同一部門内の2企業について,

例 1)一方の企業は輸入依存性が高いが国内需要のみであり,他方の企業は国産中間財のみ

に依存するが輸出需要中心である

例2)一方の企業は輸入依存性が高くまた輸出需要中心であり,他方の企業は国産財に依存

しまた国内需要のみである

なるケースを想定して例示している｡例 1のVSは2企業とも本来0であるはずであるが部
門集計されたデータを対象にすれば過大評価される｡また逆に例2の場合は,一方の企業の

VSはきわめて高いはずであるが平均化されて過小評価される｡実際には類似の生産技術を
持ち,類似の製品を産出している企業群の内部でそれほどの蔀離が効果を相殺できるほどに

生じることはきわめてまれなことであろう｡たとえば今回の分析結果における47電子 ･電気

製品のような部門の計算結果においては,多くの企業が同様のベクトルを持つために生じた

効果であろうことは容易に類推可能である｡

逆に部門を細分化して行った場合,線形演算の結果,VSは平均化され,noise化して行
く可能性がある｡セルに微小であっても正値がおかれていれば,逆行列を通じて値は回り込

み漏れていくためであるO微小な 1/ち n･km･ql値をどこまで検討対象とすることができるかを

判断する必要がある｡この状況を調べるために,先の上位100要素のように決められた要素

数ではなく,累積で対 VSk比が同じになる範囲でのデータの特性を分析することにする｡

本稿では以下のデータ特性から,各国とも累積50%を対象に,さらにVSpn･km.ql値を詳細

に検討している｡

以下の表 7,表 8,表9は,それぞれ1990年,1995年,2000年の 1/量kq行列要素データの

性質を整理したものであり,それぞれ各国 ･各期の計算された要素から上位累積50%,累積

80%でそれぞれの要素個数,およびその内の中間財輸出の要素個数を示したものである｡い

ずれも上位10,000要素で VSkの約80-90%に達している｡VSkの90年,95年値は,藤田

(2006a)で示した値と2-3%程度異なっているのは,部門の分け方が違った影響である｡

累積50%と累積80%については国によって開きがあるが,いずれも,ほぼ1,000要素以内で

累積50%に達している｡

さらにこれを Ⅵ範への累積収束特性としてグラフ化したものが,図4である｡収束の状
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由 名 VSk Top10,000 累積合計 累積50% 内,中間財 累積80% 内,中間財
1990年 要素合計 比率 要素個数 輸出要素数 要素個数 輸出要素数

Indonesia 0.0847 0.0749 88.5% 658 161 7,156 3,153

Malaysla 0.2504 0.2139. 85.4% 587 220 5,789 2,550

PhilipplneS 0.2035 0.1880 92.4% 213 59 2,134 638.

Singapore 0.5300 0.4880 92.1% 88 27 1,636 588

Thailand 0.2556 0.2340 91.5% 225 37 2,463 二601

China 0.1375 -0.1255 91.3% 216 14 2,758 446

Taiwan ･0.3165 0.2688 84.9% 645 119 6,146 2,157

Japan 0.0825 0.06由 83.0% 651 141- 7,334 2,837

VSkは原油輸入を除外

表 7 1990年 VSpkq行列要素データの性質

国 名 VSk Top10,000 累積合計 累積5-0% 内,中間財 -累積80% 内,中間財
1995年 要素合計 比率 要素個数 輸出要素数 要素個数 輸出要素数

Malaysla 0.3494 0.2948 84.4% . 525 177 6,266 2,512

-PhilipplneS 0.2407 0.2147 89.2% 307 87 3,537 1,379

Singapore 0.4378 0.3951 90.3% 144 47 2,-258 733

Thailand 0.2802 0.2482 88.6% 353 87 ~3,866 1,197

China_ 0.1546 0.1252 81.0% . 942 84 9,092 2,280

Taiwan 0.3458 0.2931 84.8% 581 117 6,162 2,270

Korea 0.2606 0.2253 86.5% 473 135 5,074 1~,868

Japan 0.0779 0.0631 81.0% 748 231 9,093 4,020

VSkは原油輸入を除外

表 8 1995年 l/ちkq行列要素データの性質

国 東 Tsk Top10,000 累積合計 累積50% 内,中間財 累積80% 内,中間財
2060年 要素合計 比率 要素個数 輸出要素数 要素個数 輸出要素数

Ⅰndonesia 0.1512 0.1237 81.8% 809 198 8,397 3,903

Malaysla 0.4892 0.4242 86.7% 167 181 4,031 1,731.

Philippines 0.4073 0.3787 93.0% 72 41 1.,175 496

Singapore 0.5203 0.4771 91.7% 107 46 1,676 973

Thailand 0,3241 0.2823 87.1% 322 108 ･4,420L lT567

China 0.1750 0.1415 80.8% 925 94 9,227 1,868

Taiwan 0.3774 0.3222 85.4% 398 134 5,424 2,274

Korea 0.2850 0.2451 86.0% 393 . 126 ･5,087 2,057

Japan 0.0913. 0.0737 80.7% 728 228 9,291 4,264

VSkは原油輸入を除外

表 9 2000年 l′ちkq行列要素デ-タの性質
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況を見ると,以下のようになっている｡

･累積%には若干の差があるが,およそ上位100-数百件のあたりで最初の伸びが落ち始

めている｡.累積50%での要素数が各期平均その周辺であるので,累積50%を分析対象に

するのは妥当と考えられる｡

･2000個を超えたあたりで,いずれも累積値の伸びは緩慢になる.微小な 1/ち n.lkm･ql値の

累積であり,このあたりから後部の値は線形演算による平均化の影響の可能性が高い｡

･2000年データにおいては,収束状況の違いで,Philippines,USA,Singaporeのグループ,

Malaysia,Thailand,Korea,Taiwanのグループ,そしてJapan,China,Indonesiaのグ

ループに分かれている｡順に100位前後,300位前後,800位前後で累積50%に達する｡

増加の状況が変化する位置を確認するために,さらに対数累積のグラフを見てみる｡図5

は,2000年の図4の横軸を対数化したものである｡

図4において,累積50%前後で増加の伸びが変化することがうかがわれたが,対数累積化

した場合,10,000データの中で緩慢なS字カーブになっており,グラフの変曲点がおよそ

その付近に生じていることがわかる｡VSpn･km･ql値はこの辺から急速に小さな値になりつつ

あるとして,分析対象の範囲を累積50%とした｡
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図5 2000年 17ち kq行列要素データの性質 (対数累積収束矧生と変曲点)

5 中間財輸出 l/ち n.km･qlの分析

5.1a-lバク-ン

fragmentationあるいは国際的な産業部門間の循環的連結関係を検討するに当たっては,

中間財輸出の VSpn･km･qlが重要なデータとなる｡前節で分析対象として判断した各国の VS

累積50%のデータより,中間財輸出による中間財輸入誘発を表すデータを抽出した｡
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特に,VSpn･km･qlにおいて,n-ltなる要素に着目しているOこれはあるk国の第m部門

がq国の第l部門に対して行う中間財輸出によって誘発される,p国からの輸入のうち,輸

出先部門 (l)と同じ部門 (n-l)から輸入されるケースである｡k国の産業構造全体を通過

するが,3国2国境のmulti-stageモデルで,ある国をはさんで同一部門内での輸出一加工

一輸出の連続というChainを示唆するものである｡

このn-lケースにはいくつかのパターンのバリエーションがある｡部門に関しては,さ

らにk国の輸出部門も同じであるかどうか (n-m-lかどうか),また輸出先国と誘発され

る輸入元の国が同じであるかどうか (p-qかどうか)である｡

1)n-l-m,andP-q:(lp国n部門]-k国)･[k国n部門]-lp国n部門]

2)n-l-m,andp≠q:(lp国n部門]-k国)･[k国n部門]-[q国n部門]

3)n-l≠m,andP-q:(lp国n部門]-k国)･[k国m部門]-lp国n部門]

4)n-l≠m,arTdp≠q:(lp国n部門]-k国)･[k国m部門]-[q国n部門]

計算されたデータの各国 ･各期累積50%の中で,n-lを満たすデータ数は表10のように

なるo n-lである中間財輸出 VSpn･km･qnは期ごとに増加しており,2000年では中間財輸出に

よる域内 VSpn･km･qnのうち,平均で60% を超えている｡インドネシア,日本以外では50-

90%台に達している｡インドネシアはまだこれらのChainの中に入りきれていない可能性

があり,日本では垂直的なChainも依然多数あるためと考えられる｡

Ⅰ M P S T C N ~K J U 平均

1990年 50%累積要素個数 658 587 213 88 225 216 645 435 651 12633.7%

n-l要素個数 15 35 22 10 22 3 37 22 30 4

比率 9.3% 15.9% 137.5% 37.0% 59.5% 21.4% 31.1% 37.3% 21.3% 66.7%

1995年 50.%累積要素個数 ､65.8 525 307 144 353 942 581 473 748 .16542;9%

内,中間財 161 177 87 47 87 84 117 135 231 18

n-l要素個数 43 47 37 30 41 35 46 44 72 14

比率 26.7% 26.6% 42.5% 63.8% 47.1% 41,.7% 39.3% 32.6% 3i.2% 77.8%

内,中間財輸出個数 198 81 41 46 108 94 154 126 228 11

n-l要素個数 42 60 34 26 7.3 61 67 67 90 10

表10 累積50%内での V7Spn･k,n･qn(a-i)値の個数

次に,秦 ll,表12,表13に,これらのパターンの抽出結果を示す｡これらの表は以下のよ

うに作成されている｡

･2000年データにおいて,n-lであったものを抽出している｡ 1990年, 1995年には累積

50% に含まれていたが,2000年に含まれていないものは抽出は行ってい′るが表からは削

除してある｡なお,2000年データにおいては,パターンは 1), 2),4)は出現してい
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るが,パターン3)は残らなかった｡この中では,パターン2)が最頻出であり,1)

が少々出現している｡パターン4)は僅少である｡

･左側にパターン別に抽出されたpn･km･qn記号を記載し,1990年,1995年,2000年の順

に,1000倍した VSp舛･km･qn値を示している｡出現しなかった期は空白としているO

一見してわかることは,n-m-l-47,電子 ･電気製品製造部門でのChainの2000年にお

ける激増である｡これは同時にp-qであるパターン1)も増加している｡

それでは,これらのデータからはどのようなことが推し量れるのだろうか｡特に47電子 ･

電気製品部門に着目して論じてみたい｡

5.2T7Skの変化の内容

多くの国 ･地域で47電子 ･電気製品の VSpn･km･qn値が伸張しているが,これを輸出シェア了

と輸入誘発度に分･解してその原因を検討する｡

表14は,電子 ･電気製品子 ･電気製品の VSpn.km･qnを,輸出シェア (Ek47/Ek) と輸入依存
性に分解したものである｡この表は,以下のように作成してある｡

各国とも1990年,1995年,2000年の各期について,

･合計値 (輸出全体)と中間財の輸出についての VSk

･47電子 ･電気製品部門の合計値 (輸出全体)と中間財の輸出についての Ⅴ‰ 47

･中間財の輸出シェアEkI/Ek

･47電子 ･電気製品部門の合計値 (輸出全体)と中間財の輸出についての輸出シェア

Ek47/Ek

･輸入依存性 (VSk47/(Ek47/Ek))

･それぞれ,1990年 ･1995年,および1995年 ･2000年の伸び率

･輸入依存性の伸び率が正値の場合 (辛),さらに輸出シェアの伸びを上回る場合 (**)･を

マーク

表14からは,特に,47電子 ･電気製品部門の中間財の輸出について VSk47および,輸出シ

ェアEk47/Ekについて確認すると以下のようなことがわかる｡

IVSk47については,すべてq)国,すべての期の間において,数十%～数百%の著しい伸

張が見られる｡

･VSk47について,r990年 ･1995年の伸び率の方が大きいのは,Indonesia,Singapore,

Thailand,China,Korea,Japan,U.S.A.0

･Ⅴ‰ 47について,1995年 ･2000年の伸び率の方が大きいのは,Malaysia,Philippines,

Taiwan｡

･中間財全体の輸出に占めるシェアEkI/Ekと比較する-と,すべての国,すべての期にお

いて,Ek47/Ekの伸び率はそれを大きく上回っている｡



ASEAN･東アジアにおける中間財貿易の循環的連結構造 :
1990-1995-2000年アジア国際産業連関表による分析-

- bn.km.ql ー′SXO.001
1990 1995 20001

n-m-l, J42Ⅰ42J42 0.0280.025

P=q J45I45J45 0.0230.255

J49Ⅰ49J49 0.027

n-m-l, H27Ⅰ27C27. 0.028

P≠q -J27Ⅰ27C27 0.026

W27Ⅰ27C27 0.2571.272

U27Ⅰ27C27 0.0470.269

W27Ⅰ27J27 0.0510.0460.111

W27Ⅰ27K27 0.2410.444

U27Ⅰ27K27 0.0440.094

W27Ⅰ27M27 0.0510.122

U27Ⅰ27M27 -0.026

W27Ⅰ27N27 0.1010.212

U27Ⅰ27N27 0.045

W27Ⅰ27T27 0.0530.083

W42Ⅰ42J42 0.7290.198

M42Ⅰ42J42 0.081 0.081

W42Ⅰ42M42 0.059 0.027

W42Ⅰ42N42 0.1770.0450.028

W45Ⅰ45J45 0.0350.288

U45Ⅰ45J45 0.085

N45I45J45 0.053

C45Ⅰ45J45 0.027

M45Ⅰ45J45 0.027

W45Ⅰ45S45 0.295

J45Ⅰ45S45 0.261

U45Ⅰ45S45 0.087

N45Ⅰ45S45 0.055

C45Ⅰ45S45 0.028

M45Ⅰ45S45 0.028

K45I45S45 0.025

W45I45U45 0.152 0.026

W47Ⅰ47M47 0.072

W47Ⅰ47J47 0.1060.053

W47Ⅰ47T47 0.049

W47Ⅰ47日47 0.1660.043

W47I47N47 0..0470.0470.031

-W47Ⅰ47S47 0.6550.028

J49Ⅰ49U49 0.0270.044

n-l, S34Ⅰ8J34 0.050 0.026

♪≠q S34Ⅰ8K34 0.028

Pn.km.ql VSxO.001
1990 ユ995 2000

n-m-i, J47M47J47 0.669_1.622

~P=q K47M47K47 0.446

N47M47N47 0.681 0.845

S47M47S47 0.6151.0073.156

U47M47tJ47 1.5843.861

n-m-i, U47M47C47 1.417

P≠q S47M47C47 1.398

J47M47C47 0.1071.266

W47M47C47 1.258

N47M47C47 0.573

T47M47C47 0.484

K47M47C47 0.403

白47M47C47 0.189 0.358

U47M47J47 0.1350.5051.815

S47M47J47- 0.0750.3431.791

W47M47J47 0.4481.612

N47M47J47 0.1040.734

T47M47J47 0.620

K47M47J47 0.1310.517

H47M47J47 0.458

P47M47J47 0.145 0.356

U47M47K47.Op.1040.2201.566

S47M47Ⅹ47 0_.1380.1491.545

J47M47K47 0.2911.400

W47M47K47 0.1951.391

N47M47K47 - 0.633

T47M47K47 0.535

H47M47Ⅹ47 0.201 0.396

U47M47N47 0_1430.4032.090

S47M47N47 0_1900.2732.062

J47M47N47 0.0800.533ユ.868

W47M47N47 0.3571.856

T47M47N47 0.714

K47M47N47 0.1040.595

H47M47N47 0.528

P47M47N47 0.955 0.410

U47M47S47 0.903L4853.199

J47M47S47 0.3811.9682.859

W47M47S47 0.1681.3162.840

N47M47S47 0.0720.3051.293

T47M47S47 0.1470.1771.092

K47M47S47 0.0700.3850.911

H47M47S47 0.1650.808

P47M47S47 0.627

C47M47S47 0.484

U47M47T47 0.3750.992

S47M47T47 0.2540.979

J47M47T47 0.4970.886

W47M47T47 0.3320.881

N47M47T47 0.401

S47M47U47 0.5821.0743.809

J47M47U47 0.2452.0983.450

W47M47U47 0.1081.4033.428

N47M47U47 0.3261.561

T47M47tJ47 0.0950.1891.318

K47M47U47 0.4101.100

H47M47U47 0.1760.975

P47M47U47 0.757

C47M47U47- 0.584

W58M58S58 0.115 1.137

PhilipplneS
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Pn.km.ql VSXO.001
1990 1995 2000

n-m-l, J47P47J47 0.8584.762

P=q K47P47K47 0.852

U47P47tJ47 1.4736.023

-n-m-i, J47P47C47 2.131

P≠q U47P47C47 1.507

W47P47C47 ら.372 1.457

U47P47J47 1.2063.368

W47P47J47 3.256

K47P47J47 0.2320.1491二515

S47P47J47 0.2891.282

H47P47J47 0.2610.3000.889

J47P47K47 0.1400.3252.679

U47P47K47 0.4561.895

W47P47K47 1.832

J47P47M47 0.2013.988

U47P47M47 0.2832.820

W47P47M47 2.727

K47P47M47 1.269

S47P47M47 0.355 1.073

J47P47N47 0.1910.5085.545

U47P47N47 0.7133.922

W47P47N47 3.792

Ⅹ47P47N47 1.764

S47P47N47 0.1711.492

H47P47N47 0.5910.1771.035

Jや7P47U47 ･1.0488.516

W47P47U47 5.823

Ⅹ47P47U47 0.4770.1822.709

S47P47U47 0.2250.3542.292

H47P47U47 0.1400.3661.589

N47P47U47 1.415

T47P47U47 0.915

Pn.km.ql VSXO.001
1990 1995 2000

n-m-l, J47S47J47 2.0140.947

P=q M47S47M47 0.6753.381

n-m-l,♪≠¢ W34S34T34 0.7651.4100.790J47S47C47. 0.5~110.995

M47S47C47 0.715

J47S47K47 1.0301.034

M47S47K47 0.4190.743

J47S47M47 1.6584.706

U47S47M47 0.7062.223

Ⅹ47S47M47 0.5721.060

N47S47M47- 0.926

W47S47M47 0.~917

C47S47M47 0.848

T47S47M47 0.7430.4450.709

J47S47N47 1.0571.683

M47S47N47 0.4301.209

U47S47N47 1.5030.4500.795

J47S47T47 0.8241.6840.948

J47S47U47 1.2195.7153.849

M47S47U47 2.3252.765

Ⅹ47S47U47 1.9730.867

N47S47tT47 rJ0.7230.7180.757

W47S47U47 0.6870.750

表11 累積50%内での VSpm･knl･ql(a-i)値 (Indonesia,Malaysia,Philippines,Singapore)
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Pn:km.ql. VSXO.001
1990 1995 2000

n-m-l, C47T47C47 0.779 0.299

P=q J47T47J47 1.6030.880
K47T47K47 0.194

M47T47M47 1.094

N47T47N47 0.993 0.251

S47T47S47 0.9431.5450.429

U47T47日47 1.3411.547

J49T49J49 0.370 0.671

n-m-l,p≠q W27T27C27 0.390 0,137J47T47C47 0.924
K47T47C47 0.313

M47T47C47 0.428

N47T47C47 0.211

S47T47C47 0.415

U47T47C47 0.687

W47T47C47 0.762

C47T47J47 . 0-.285

K47T47J47. 0.1540.298

M47T47J47 0.4990.408

N47T47J47 0.5580.3960.201

S47T47J47 0.7910.7680.395

U47T47J47 0.1961.2910.655

W47T47J47 10.4810.726

C47T47K47.∫ 0.186

J47T47K47 0.1760.574
M47T47K47 0.266

N47T47Ⅹ47 0.131

S47T47K47 0.257

U47T47K47 0.1420..427

W47T47K47- 0.473

C47T47M47 0.765

H47T47M47 0.312

Ⅰ47T47M47 0.173

J47T47M47 0.3302.360
R47T47M47 0.800

N47T47M47 0,540

P47T47M47 0.157

S47T47M47 0.1581.059

U47T47M47 0.2661.756~

W47T47M47 1.947

C47T47N47 0.356

H47T47N47 0.196 0.145

J47T47N47 0.3731.100

K47T47N47 0.373

M47T47N47 0.1160.510

S47T47N47 0.1990.1780.494

U47T47N47 0.3000.818

W47T47N47 0.112-0.907

J47T47P47 0.392

K47T47P47: 0.133

M47T47P47 0.182

S47T47P47 0.176

U47T47P47 0.292

W47T47P47. 0.324

C47T47S47 1.3860.1310.310

J47T47S47 3.2240.957

K47T47S47 0.3100.324

M47T47S47 0.2561.004_0.444
N47T47S47 1.4060.7970.219

U47T47S47 0.3492.5970.712

.W47T47S47 0.9680.789

C47T47U47 0.674

H47T47U47 0.1070.275

Ⅰ47T47tJ47 0.929 0.153

J47T47日47 1.6652.079
K47T47U47- 0.1600.705

M47T47U47 0.1720.519.0.964

N47T47U47 0.4120.476

S47T47日47 0.2340.7980.933

W47T47U47 0.5001.716

W49T49J49 0.225-

Pn.km.ql VSXO.001
1990 1995 2000

7l-m-), U47C47U47 ~0.02901124

P=q J47C47J47 0.3340.084
K47C47K47 0.080

N47C47N47 0.06′2

M47C47M47 0.039

S47C47S47 0.ー092 0.031

n-m-), W42C42J42 0.1420.060

♪≠q W42C42K42 0.0490.029
W42C42U42 0.027

W47C47J47 0.107.0.1640.173

H47C47J47 0.2470.164

N47C47J47 0.124

K47C47J47 _0,0820.100

U47C47J47 0.0510.065

M47C47J47 0.049

S47C47J47 0.0300.035
W47C47K47 0.0420.139

H47C47Ⅹ47 0.0640.132

N47C47E47 0.100

J47C47K47 0.0860.067
U47C47Ⅹ47 0.052

M47C47K47 0.039

S47C47Ⅸ47 0.028

W47C47M47 0.139

H47C47M47 0.132

N47C47M47 0.100

K47C47M47 0.080

J47C47M47 0.067.
U47C47M47 0.052

S47C47M47 0.028

W47C47N47 0.0270.087

H47C47N47- 0.0400.082

K47C47N47 0.050

J47C47N41 0.0550.042
U47C47N47 0.032

W47C47S47 0.0540.152

H47C47S47 0.0810.144

N47C47S47 0.109

K47C47S47 0.0270.088

J47C47S47 0,1100.074
U47C47S47 0.057

M47C47S47 0.043

W47C47T47 0.132
H47C47T47 0.0270.125

N47C47T47 0.095

K47C47T47 0.076

J47C47T47 0.0360.064
U47C47T4.7. 0.049

M47C47T47 0.037

S47C47T47 0.027

W47C47日47 0.1450.0940.333

H47C47U47~ 0.1410.316

N47C47U47 0.239
K47C47U47 _0.0470.192

J47C47U47- 0.1910.161

M47C47U47 0.094

S47C47U47 0.067

T47C47U47 0.043

P47C47日47 0.034

W49C49U49 0.0450.078

pn.km.ql VSxO.001
1990 1995 2000

n-m-I, J47N47J47 0.8851.495.2.717
,P=q U47N47U47 1.0331/567

K47N47K47 0.1130.545

M47N47M47 0.352

C47N47C47 0.077 0.142

S47N47S47 0.0790.1230.129

n-m-l, W23N23C23.0.071､ 1.020

?*q ＼W27N27C27 0.141

W41N41C41 0.352- 0.211

W42N42C42 0.2980.2640.127

J47N47C47 ~0.-1252.015
W47N47C47 1.209

U47N47C47 1.043

K47N47C47 1.020

M47N47C47 0.649

S47N47C47 0.529

P47N47C47 0.409

H47N47C47- 0.304

T47N47C47 0.467 0.239

W47N47J47 0._7890.3311.630

-U47N47J47 0.1220.6471.406

Ⅹ47N47J47 0.1260.2931.376

~M47N47J47 0.1880.2810.875

S47N47J47 0.2520,714

P47N47J47 0..201. 0.551

H47N47J47 0.1370.410

T47N47J47 0,322

C47N47J47 0二306 0.191

J47N47K_47 0.0930.5751.077
W47N47E47 0.1570.1270.646

U47N47K47 0.2490.557

M47N47K47 0.1080.347

S47N47K47 0.0970.283

P47N47K47 0.218

H47N47K47 0.162

T47N47K47 0.075 0.128

J47N47M47 0.2721.093
W47N47M47- 0~.656

U47N47M47 0.1180.566

K47N47M47 0-.554

S47N47M47 0.287

P47N47M47 0.222

H47N47M47 0.165

T47N47M47 0.130

J47N47P47 0.238
W47N47P47 0.143

U47N47P47 0.123

K47N47P47 0.632 0.120

J47N47S47 0.1930.7270.491

W47N47S47 0.3250.1610.295

U47N47S47 0.3140-.254

K47N47S47 0.1430.249

M47N47S47 0.0830.1360.158

J47N47T47 0.470~0.274
W47N47T47 0.0940.1040.165

U47N47T47 0.2030.142

Ⅹ47N47T47 0.0920.139

J47N47U47 0.5242t3883.027
W47N47U47 0.1370.5291.816

K47N47日47 0.1410.4691.533

M47N47U47 0.2100.4480.975

S.47N47U47 0.4030.795

P47N47U47 0.2260.0810.614

H47N47U47 0.2190.457

T47N47U47 0.1250/359

表12 累積50%内でのl/ち n･knt･ql(a-l)値 (Thailand,China,Taiwan)



ASEAN･東アジアにおける中間財貿易の循環的連結構造 :
1990-1995-2000年アジア国際産業連関表による分析

Korea Japan(1)

Pn.km.ql VSxO.001
1990 1995 2000

n-m-l,P=q J41K41J41 0.1230.111C47Ⅹ47C47 1.365 0.147

J47K47J47 1.7831.054

M47K47M47 0.150

N47K47N47 0.440

U47K47U47 1.511■2.407

n-m-l, W23K23C23 0.3890.21/2

P≠q W27K27C27 0.1610.194

U27K27C27 0.1210.121

∫.41K41､C41- '0.135

W41K41C41 0..613 0.115

W41K41J41 0.2600.095

W42正42C42 0.2730.1460.116

U47K47C47 0.1830.3361.171

J47Ⅹ4_7C47 0.4810.953

W47K47C47 0.1020.524

N47K47C47 0.986

M47K47C47 0.314

H47K47C47 0.231

S47Ⅹ47C47 0.2590.210

P47K47C47 0.528 0.128

U47K47J47 0.1731.2471.294

N47Ⅰ(47J47 0.2670.427

M47K47J47 0.1170.16~10.348

H47K47J47 0.1650.255

S47Ⅹ47J47 0.232

C47K47J47 0.0850.162

tJ47K47M47- 0.1530.559

J47Ⅰ(47M47 0.2190.455

W47K47M47 0.250

N47K47M47 0.184

H47K47M47 0.110

S47Ⅹ47M47 P.110 0.100.
U47K47N47 0.2840.2971.336

J47E47N47 0.4261.087

W47K47N47 0.0900.598

M47Ⅹ47N47 0.359

H47K47N47 0.263

S47Ⅰ(47N47 0.240

C47K47N47 0.167

P47K47N47 0.146

T47K47N47 0.092

U47K47P47 0.331

J47K47P47 -0.269

W47K47P47 0.148

N47K47P47 0.266 0.109

U47K47S47 0.6870.8950.407

J47K47S47 1.2800.331

W47K47S47 0.2710.182

N47K47S47 0.1920.134

M47K47S47 0.1160.109

U47K47T47 0.1260.0820.295

J47K47T47 0.1170.240

1Ⅳ47K47T47 0.132

N47K47T47 1.428 0.097

W47K47U47 0.0980.458.1.078

N47K47U47 0.3240.793

M47Ⅹ47日47 0.1220.1960.646

H47K47U47 0.2000.475

S47K47U47 0.3140.432

C47K47U47 0.1040.302

P47K47U47 0二262

T47K47U47 0.166

Pn.km.ql VSXO.001
1990 1995 2000

n-m-l, K47J47K47 0.0970.111

P=q M47J47M47 0.031 0.057

N47J47N47 -0.0460.231

P47J47P47 0.021

S47J47S47 0.1260.0570.031

U47J47U47 0.4210.280

U49J49U_49 0.0420.0240.063

U50J50tJ50 0.0230.110

n-m-i, W30JgOC30 0.0200.0150.043

♪≠¢ W30J30K30 0.0370.028

W30J30N30.. -0.0230.025

W30J30T30 0.018 0.026

W30J30U30 0.0220.0320.027

W41J41K41 0.020.0.0200.024

W42J42C42 0.0250.0630.056

W42J42.K42 0.0500.096

W42J42M42 0.104 0.059

W42J42N42 0.0370.1350.073

W42J42U42 0.0330.053

W45J45U45 0.017

N47J.47C47 0.0410.085

U47J47C47 0.1520.073

K47J47C47 0.0780.056

M47J47C47 0.0220.032

P47J47C47 0.020

S47J47C47 0.0300.017

N47J47K47 0.103■0.0520.169

U47J47Ⅸ47 0.0290.1900.146

W47J47K47 0.0450.068

M47J47Ⅹ47 0.0280.063

P47J47K47 0.039

S47J47K47 0.0380.033

C47J47Ⅹ47 ･0.0250.032

H47J47K47 0.030

T47J47K47 0;0270.0211

N47J47M47. 0.0240.153

U47J47M47 0.0870.133

K47J47M47 0.0440.100

W47J47M47 0.0210.062

P47J47M47 0.036

S47J47M47 0.0170.030

C47J47M47 0.029

H47J47M47 0.027

T47J47M47 0.066 0.019

U47J47N47 0.0220.1680.200

K47J47N47 0.0180.0860.151

W47J47N47 0.0400.093

M47J47N47 0.0240.086

-P47J47N47 0.054

S47J47N47 0.0330.046

C47J47N47 .0.0220.043

H47J47N47 0.041

T_47J47N47 0.0230.029

N47J47P47 0.091

U47J47P47 0.0140.079

K47J47P47 0.060

W47J47P47 0.036

M47J47P47 0.034

S47J47P47 0.018

C47J47P47 0.017

H47J47P47 0.042 0.016
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Pn.km.ql VSXO.001
1990 1995 2000

n-m-I, ∫.47U47J47 0.3370.115

P=q K47U47K47 0.091 0.103

W47U47:K47 0.0940.307

J47U47K47 0.1650.159

W~47U47M47 0.253

J47U47M47 0.0820.131

W47U47N47 ~0.176

W47U47S47 0.0870.111

.♪n.km.ql ー′SXO.001
1990 1995 2000

n-m-I, N47J47S47 0.0870_0780.158

1>≠q U47J47S47 0.0300_2870.137

K年7J47S47 0.0250.1460.104

W47J47S47 0.0680.064

M47J47pS47 0.0420.059

f'47J47S47 0.037

C47J47S47 0.0370.030

_H47J47S47 0.0180.028

T47J47S47 0.0400.020

N47J47T47 0.0230.0260.076

U47J47T47 0.0940.066

K47J47T47 0.0480.050

W47J47T47 0.0220.031

M47J47T47 0.0140.028

P47J47T47 0..018

N47J47U47 0.0430.11501323

K47J47U47 0.0360.2150.212

W47J47日47 0.1000.130

M47J47U47 0.0610.121

P47J47U47 0.0150.075

S47J47tJ47_ 0.0840.064

C47J47U47 0.05.40.061

H47J47U47 0_0270.058

T47J47U47 0-0590.041

W49J49U49 0.027 0.041

T49J49U49 0.048.0_0280.032

W50J50U50 0.033 0.023

n-i,p≠q ~W62J47日62 . 0_0520.027

表13 累積50%内での Ⅴちn･km･ql(a-l)値 (Korea,Japan,U･S･A･)
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伸び率 合計 中間財 合計 中間財 中間財 合計 中間財 依存性

1995 0.1115 0.0385 0.0123 0.0042-0.4459 0.0175 0.0060 0.703

2000 0.1512 0.0548 0.0172 0.0054 0.4683 0.0339 0.0106 0.508

95/90 31.6% 13.3% 973.2% 836.5% -26.4% 1023.5% 880.4% T4.5%

M 1990 0.2504 0.1057 0.1120 0.0487 0.5135 0.233 0.101 0.48~1
1995 0.′3494 0.1326 0-.1872 0.0772 0.4122 0.395 0.163 0.474

2000 0.4892 0.2079 0.3284 0.1417 0.4357 0.473 0.204 0.694

95/90 39.5% 25.5% 67.2% 58.6% -19.7% 69.9% 61.2% -1.6%

2000/95 40.0% 56.8% 75.4% 83.6% 5.7% 19.8% 25.4% 46.5% **
P 1990~ 0.2035 0.0573 0.0483 0.0215 0.2861 .0.105 0.047 0.460
1995 0.2407 0.0860 0.0566 0二0318 0.3289 0.120 0.067 0.472

2000 _0.4073 0.1905 0.2669 0.1526 0.4019 ･0.420 0.240 0.635

95/9_0 18.3% .50~.1% 17.1% 48..3% 14.9% 14.5% 44.6% 2.5% *

.2000/95 69_.2% 121.6-% 371.7% 379.5% 22.2%-250.3% 256.1% 34.7% *
_S 19°90 0.5300 0.1676 0.2029 0.0508 0.2734 0.327 .0.082 0.616
1995 0.4378 0.1384 0.2633 0.0861 0.2794 0.424 0.139 0.621

2000 0.5203 0.1897 0.2411 0.1161 0.3162 0.394 0.190 0_.612

95/90 -17.4% -17.5% 29.8% 69.5% 2.2% 29.4% ー68.1% 0.8% *r

2000/95 18.8% 37.1% -8.4% 34.8% _13.2% -7.1% 36.8% -1.4%

T- 1990 0.2556 0.0579 0.0664 _0.0233 0.2154 0.118 0.042 0.562

1995 0.2802-0.0881 0.1095 0.0481 0.2621 0.195 0.086 0.562

2000 0.3241 0.1182 0.1546 0.0698 0.3148 0.264 0..119_0.587

95/90 9.6% 52.4% 65.1% 106.2% 21.7% 64.9% 106.1% .0.1% *

2000/95 ･15.7% 34.1% 41.2% 45.0% ･20.1% 35.3% 39..0% 4.4% *
C 1990 0.1375 0.0203 0.0171 0.0014 0.1970 0.072 0iOO6 0.237

1995 0.1546 0.0326 0.0249 0.0051 0.2182 0.079 0.016 0.314

2000 0.1750 0.0356 0.0557 0.0112 0.2151 0.162 0.033 0.345

2000/95 13.2% 9.3% 123.3% 119.8% -1.4% 103.4% 100.2% 9.8% *
_N 1990 0.3165 0.0910 0.0982 0.0300 0.2661 0.206 0.064 0.468

1995 0.3458 0.1036 0.1189 0.0398 0.2663 0._228 0.076 0.521
2000 0.3774 0.1488 0.2029 0,0898 0.3､680 0.380 0.168 0.534

95/90 9.3% 13.9% 21.1% 32..8% 0.1% 10.9% 19.3% ll.3% *
2000/95 9.1% 43.5% 70.6% .125.7% 38.2% 66.3% 119.9% 2.6% *

1995 10.2606 0.0901 0.0861 0.0417 0.3075 0.-255 0.124 0.338

95/90 -0.8% 40.3% 25.0% 106.2% 35.4%1 40.2% 130.1% -10.4%

2000/95 9.4% 18.1% 3-7.3% 42.1% 9.090 10.5% 14.4% 24.3% **

∫U 1990 _0.0825 0.0238 o:0173 0.0048 0.2377 0.212 0.058 0.082

1995 0.0779 0.0290 0.0235 0.0098 0.3148 0.224 0.093 0.105

2000 0.0913 0.0349 0.0274 0.0123 0.3262 0.225 0.101 0.121

95/90 -5.6% ~21.7% 35.4% 105.2% 32.4% 5.7% 60.1% 28.1% *

2000/95 17.2% 20.5% 16.6% 25.7% 3.6% 0.6% 8.4% 15.9% **
1990 0._0782 0.0105 0.0132 0.0019 0.1259 0.103_0.015 0.~128

1995- 0.0965 0.0154 0.0246 0.0052 0.1383 0.126~ 0.027 0.195

95/90 23.3% 47.1% 87.1% 17_0.2% 9｣996 22.9% 77.5% 52.3% *

2000/95 15.4% -0.4% 12.9% ､23.1% p-12.9% 12.9% 23._1% 0.0% *

表14 47電子 ･電気製品の l/ちn･km･gn輸出シ工7 (Ek47/Ek)と輸入依存性の変化
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k 期 i7Tsk47 VSk47 VSk47/VSk47 k 期 γ範47 VSk17 VSk47/VSk47

伸び率 拡張前 国内誘発 伸び率 . 拡張前 国内誘発

Ⅰ 1990 0.0004 0.0004 1.167 C 1990 0.0014 0.0009 1.560

1995 0.0042 0.0032 1.313 1995 0.0051 0.0032 i.591

2000 0.0054 0.0036 1.482 2000 0.0112 0.㌔0070 1.611

95/90 836.5% 73.2.4% 12.5% 95/90 254.8% 247.8% 2.0%

2000/95 28.4% 13.8% 12.8% 2000/95 119.8% 117.0% 1.3% .

M 1990 0.0487 0.0426 1.141 N 1990 0.0300 0.0214 1.399

1995 0.0772 0.0677 1.140 1995 0.0398 0.0316 1.260

-2000 0.1417 0.1260 ･1.125 2000 0.089白 0.0694 1.293

95/90 58.6% 58.8% -0.1% 95/90 32:8% 47.5% -10.0%

･2000/95 83.6% 86.0% -1.3% 2000/95 125.7% 119.8% 2.7%

P 1990 0.0215 0.0190 1.13? K 1990 0.0202. 0.0139 1.451

2000 0.1526 0.1471 1.037 2000 0.0593- 0.0.450 1.316

95/90 48.3% 48.6% -0.2% 95/90 106.2% 117.9% -5.3%

S- 199CI 0.0508 0.0423 1.200 J. 1990 0.0048 0.0020 2.400

1995 0.0861 0.0699 1.232 1995 0.0098 0.0055 1._793
2000 0.1161 0.0894 1.299 2000 0.0123 0.0070 1.753

2000/95 34.8% 27.8% 5.5% 2000/95 25.7% 28..5% -2.2%

T 1990 0._0233 0.0215 1.085 U 1990 0.0019 0.0014 1.369

1995 0.0481 0.0422 1.139 1995 0.0052 0.0037 1.402

2000_ 0.0698 0.0625 1.116 2000 0､.0064 0.0049 1′.294

95/90 106.2% 96.5% 5.0% 95ノ90 170.2% 163.9% コ.400

.2000/95 45.0% 48.1% -2.0% -2000/95 23.1_% 33.3% -7.7%

表15 国内輸入誘発倍率 (llSk47/I/軌47)

･一桁%の伸びにとどまっているのは1995年から2000年の日本の伸び率のみであるが,そ

れでも中間財全体の輸出シェアの伸びを上回っている｡

･47電子 ･電気製品部門の輸入財依存性の伸び率が,輸出シェアEk47/Ekの伸び率を上回

っているのは,Malaysia(2000/95),Korea(2000/95),Japan(2000/95)のみである｡

･しかし,47電子 ･電気製品部門の輸入財依存性の伸びは,Indonesia以外のすべての国

々で認められる｡

･ただし,47電子 ･電気製品部門の輸入財依存性の伸び率が至近の1995年 ･2000年間に2

桁%であったのは,上記 3カ国以外はPhilippinesのみである｡後は1桁内であり,マ

イナス値 (Indonesia,Singapore)も出ている｡

以上からは,47電子 ･電気製品のVSk47の伸張は,輸出シェアと輸入財依存性の複合効果

であるが,多くの国では輸出全体に占める輸出シェアの増大が大きく寄与していることがう

かがわれる｡また,1995年 ･2000年間に輸入財依存性を大きく伸ばしたMalaysia,Korea,

Japanについては,輸出シェアの増大だけではなく,輸入構造の変化の可能性がある｡しか

し表11,衰12,表13を見る限り,これらの国々の1995年の主要輸入国が2000年に入れ替わる
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ということはなく,単に他の輸入国が数多く登場してくるという変化であり,輸入依存性の

増加ということで解釈可能である｡

また,国内の産業構造の変化によるものかどうかは,式 3による拡張前の VSk47を計算し,

それと比較することによってわかるが,表15に示すように,近年では各国の産業構造を通じ

て輸入が誘発される倍率は47電子 ･電気製品の部門ではそれほど増加していない｡また多く

の国で減少傾向にさえある (Malaysia,Philippines,TIlailand,Korea,Japan,U.S.A.)0

以上からは以下のようなことが整理できよう,特に,1995年 .･2000年間について着目する｡

･各国の産業構造を経由して,輸出による需要に対して投入係数以上に輸入が誘発される

倍率 (VSk47/VSk47)が低下傾向であるということは,各国で投入構造の単純化が進ん

でいることを示唆するが,これは工場の海外移転,海外直接投資などを通じて,国際的

な分業化が進捗している状況を示している可能性がある｡

･しかし,輸入依存性 (輸出のための輸入/輸出)はほとんどの国々で増加している｡ま

た,輸出シェアの伸びを凌駕している国もある (Malaysia,Korea,Japan,Philippines)0

･これはある程度固定化しつつある各国のプロセスにおいてでさえも,輸入中間財の需要

が重要な位置づげになりつつあることを示唆している｡

･また,最も顕著なことは,輸出全体に占める47電子 ･電気製品の中間財輸出シェアの急

増である｡

･統合された産業部門で把握される水準のプロセスは相対的に単純化かつ固定化しつつあ

るものの,輸入中間財投入比率を増加させ,その部門での国際間中間財取引が急増して

いる,ということは,下位の (細分化された部門での)プロセスにおいて急速に国際間

の中間財相互依存性が増大していることを示唆している｡

5.3p-qバク-ン

表11,表12,表13では,VSpn･km･q再こおいて,p-q,n-m-l(-47)のパターン1),すな

わち輸出先と被輸入誘発国が同一のパターンがほとんどの国で出現する｡また,それらの値

も小さなものではない｡これはある国に対しての47電子 ･電気製品の中間財輸出を行うと,

逆にその国からの同一部門中間財輸入が誘発されるという中間財のキャッチボール的なこと

であり,もっともfragmentationを想定させるようなパターンである｡VS概念は,その名

前のとおり垂直分業を対象にしており,また藤田(2006a)で拡張されて,2国間の水平

関係も扱うことを可能にしたが,3国間のモデルを本質としている｡これに対して,本稿に

おいて,国別 ･部門別の VSpn･km･qlまで計算することにより,2国間の中間財誘発を扱うこ

とが可能になった｡

もちろん産業連関表のデータの性質,および線形演算の結果,関連するセルに正値があれ

ば,一種の値の漏れとして表出する可能性がある｡ここではさらに他の垂直的な中間財輸出 ･
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中間財輸入誘発のパターンと比較して詳細に検討を行う｡

各国の相互関係のパスはほとんどすべて存在するので,それらをすべて挙げることは困難

なため,まずわが国の VSpn.km･ql(p-q,n-m-l(-47))･についてみてみよう (図6の左上)0

図6は以下のような視点で措かれた模式図である｡

･各国の VSpn･hm･ql(P≠q,n-m-l(-47))について,輸出先別の2000年値のうち,上位

2件を抜き出す｡

･同じ被輸入誘発国♪からは,同じ矢印 (方矢印)を輸出先国まで引く｡たとえばJapan

の場合には,以下のパスが措かれる｡なお最初の(∫)は,産業全体を意味する｡

1)N-(∫)･J-(U,K,C,M,P,S,T)

2)U-(∫)･J-(K,C,M,P,S,T,N)

3)K-(∫)･J-(N,U)

･VSpn･km･ql(p-q,n-m-l(-47))の上位について,両夫印を引く｡

この結果,両夫印で結ばれた VSpn･km･ql(p-q,n-m-l(-47))の関係については,輸出

先 (Japanの場合は,Taiwan,U.S.A.,Korea)に,p≠qの場合の矢印がinput方向で引か

れており,またそれらの国はJapanにとって主要な被輸入誘発国であるのでoutput方向の

図6 Japan,Taiwan,Korea,U.S.A.4カ国の上位V7Spn･knL･glの模式図
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矢印が出ている｡すなわち,b≠qの場合の主要な輸出先であり,同時に主要な被輸入誘発

国である場合,p-qの場合の両矢印が発生している｡

この状況は,Japanの場合のp-qの場合の両矢印の相手国 (Taiwan,U.S.A.,Korea)に

おいても同様になっている (それぞれ,図6の右上,左下,右下)0

･Taiwanにとっての,Japan,U.S.A.

･Koreaにとっての,Japan,U.S.A.

･U.S.A.にとっての,Japan,Korea

一見,Japan,U.S.A.,Koreaの水平的関係とTaiwan,Japanの垂直的関係のように見える

が,VSpn-km･qlの中位まで書き込めば,ほとんどすべての国々が相互の矢印で結ばれるので,

この模式図はあくまで上位のデータによるものであることに注意する必要がある｡

以上の関係は他の国々についても同様に確認できる｡

これらのことからは分析において,単に二国間の相互関係,すなわち同時に輸出先と被輸

入誘発国である状況を抽出するためにはVSpn･km･ql(n-l)をすべて尽くさなくても,p-q
のみを抽出しても十分である可能性があることがわかる.ただし,VSpn･km･qlの分析目的に
よって,その方法はどちらでも可能にしておく必要があるだろう｡たとえば本稿のように,

輸出先別に被誘発国を調べるようなケースでは,VSpn･km･ql(n-l)をすべて尽くす必要が出
てくる｡

6 おわりに

本稿では各国別の非競争型の産業連関表を用いてverticalspecializationshare(VS)を提

示したHummelsaetal.(2001)の研究,およびそれをアジア国際産業連関表を用いて拡張し

た藤田(2006a)の内容を,さらに詳細に発展させた｡また研究期間中に利用可能になった

2000年表を用い,データとして利用可能な至近時点までの分析を行った｡

Hummelsaetal.(2001)においては総和として提示されたVSを,国別,部門別のVS要

素であるVSpn.km･qlまで詳細に見ても,多くの情報が得られることを示したOなお,この分
析に当たっては,還元された要素の累積特性を分析し,対数累積値の変曲点を用いて異なる

性格を有する各国の比較が可能なデータの範囲を示すことができた｡

1990年,1995年,2000年の期間,アジアにおいては大きな政治 ･経済的変動があったにも

かかわらず,電子 ･電気製品製造部門においては,ほぼ一貫してVSの伸張が計測された｡

また,それをVSの要因である,各国の産業構造,輸入中間財依存性,輸出全体に占める当

該部門の中間財輸出シェアに分解してみたとき,2000年には以下のような変化が生じている

可能性があることを示すことができた｡

各国の多くの産業構造全体の国外当該部門への輸入誘発倍率は減少傾向にある｡輸入は当
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該部門に集中しつつあり,ひとつの国内で他の部門を巻き込んだ加工度は低下している可能

性がある｡しかし多くの国で電子 ･電気製品製造部門の輸出における輸入中間財依存性は依

然向上し続けており,当該部門内では他部門とは独立した中間財輸入 ･中間財輸出の構造変

化が進捗している可能性がある｡すなわち,さらに部門内の細部の構造において国内分業よ

りも国際分業が進展している可能性を示している｡

より顕著なことは, 各国の当該部門の輸出全体に占める中間財輸出シェアの急増であり,

これらの要因が結合して総合的にVSが増大している｡この結果に対して,貿易データによ
り当該部門における下位コードの部品シェアの増加の確認が今後の研究課題となるだろう｡

また,これらの効果が集約された VSpn･km･qlを用い,産業連関表の三角化の考k'方を用い

て,VSpn･km･qlの上位頻度を輸出部門-被誘発部門の平面にプロットしたとき,下三角がほ
ぼゼロで一方的な連結関係をもたず,部分的に小さな上三角部が出現して,局部的に強い循

環的連結関係のみを提示させることができることを示した｡VSのひとつの応用であると考
える｡

今後は,2000年表本来の76部門での詳細分析,貿易データとの比較,実際の企業における

行動などについて,引き続き研究を深めていくとともに,貿易による国際的な相互関係が進

捗した場合の環境負荷の配分の問題についても分析を進めていきたい0

なお本稿は科学研究費補助金 (藤田 :課題番号16330049:基盤研究(B)(2))の研究成果

の一部である｡

付 記

本稿は2006年度応用経済学会春季大会 (2006年6月11日,於 ･福岡大学),および環太平

洋産業連関分析学会第17回 (2006年度)大会 (2006年10月29日,於 ･沖縄国際大学)におけ

る研究報告 (藤田(2006b))をもとに継続作成されたものである｡それぞれ討論者となって

いただいた福岡大学の荒木義明氏,および関西学院大学の福井幸男氏からは非常に貴重なコ

メントをいただいた｡ここに深く感謝の意を表したい｡なお,当然のことであるが,本稿に

おけるあり得うべき誤りはすべて筆者の責に帰するものである｡

また,アジア産業連関表データの入手に当たっては,本学東南アジア研究所が日本貿易振

興会アジア経済研究所の会員であることから,研究費の効率的な執行が可能になった｡財団

法人長崎大学東南アジア研究助成会に感謝の意を表したい｡
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